




6．総務部会
｢棗~Z-面１

７月５曰（木）14時30分～17時

於．神楽坂エミール

出席35名中２０名

【会議次第】

司会２学区中野英雄教頭（国際）

｢舅T可
４月１２日（木）14時30分～17時

於．神楽坂エミール

出席35名中２２名

【会議次第】

司会１０学区中村澄隆教頭（三鷹）

1．会長挨拶……………………………山口会長

２．昨年度の活動概況と

教育庁関連の課題……..……･山口会長

３．事務局からの連絡

年度当初の会合日程……………事務局

４．学区・学科・研究部会の

名簿作成の連絡…………………事務局

５．新役員推薦（会長、副会長、

会計、会計監査）……山口会長

６．全国役員候補（会長、副会長、

会計）推薦……………近藤会長

７．新旧役員（全国、都関係）挨拶

……………新旧役員

８．全国高校教頭会報告…………近藤全国会長

９．学区・学科支部の報告…………各常任幹事

10．研究部・委員会報告･……･…･部長・委員長

【コメント】

‐例年通り旧総務部員と新役員候補で開催。

今年度から会への参加の服務上の取り扱い

が「職免」となったためか昨年度より出席

率がわるいようである。

‐新役員候補紹介のほか新年度での最初の会

合なので、学区などの組織体制に関する指

示が多い。

＝複数教頭配置校３１校教頭数239名

昨年度比９名増

‐東京都の教頭会は全国から注目されている。

全国高等学校教頭会から期待されているこ

とを肌で感じる。（全国会長）

【教育懇談会】引き続きエミールにて

17時30分～19時30分

‐この懇談会は勇退・栄進者の歓送と、新役

員の歓迎の意味がある。

昨年と同様に、「課題が多い昨今、元気

を失わないように」をモットーに呼びかけ、

新旧役員どうしで活発な情報交換がなされ

た。

1．会長挨拶……..……･………………相川会長

２．教頭会総会・懇談会会計について

……………………清水・後藤会計

３．９月教頭研究協議会について

……･…･…･……………渡邊副会長

４．学区・学科・研究部会の名簿作成の連絡

………………………………事務局

５．全国高校教頭会報告…………綿田全国会長

６．都教頭会の活動報告………………相川会長

７．事務局より

９．学区・学科・研究部の報告

………常任幹事・委員長

【コメント】

＝常任幹事・研究部などからの情報交換・意

見交換の充実をはかる。

＝研究部会の参加者がすぐない。活性化する

にはどうしたらよいか、組織替えの必要性

などの声もあり。

＝夏季休業を活用して、普段は会合を少なく

しようとする方針でいくとの委員会報告あ

り。

＝教頭が文書処理ばかりやるようでは、教育

は滅びる。校長と教頭とはキャッチボール

ができるような関係が必要。

‐九月教頭研究協議会の連絡・役割分担に関

する連絡が多い。

＝１～２年目の教頭には極力研究部に参加す

るよう心がけて欲しい。

＝総務部会に出席できない学区については、

近隣の学区の常任幹事が当日の資料を渡す

ようにして欲しい。

｢菫-5-面１
１０月１１日（木）１４時30分～17時

於．神楽坂エミール

出席35名中２２名
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【会議次第】

司会３学区針馬和行教頭（練馬）

１．会長挨拶…………･…･……………･相川会長

２．会計中間報告…………………………会計

３．同監査報告…………………………会計監査

４．全国教頭会報告………………綿田全国会長

５．四者連絡協議会･……..…………矢嶋副会長

６．平成14年度行事計画……………矢嶋副会長

７．今後の予定・その他…………………事務局

８．九月教頭研についての反省等

……………………渡邊副会長

９．学区・学科・研究部の報告

………常任幹事・部長・委員長

【コメント】

‐城東高野球部（甲子園出場）へ10万円寄付金

支出

‐全国大会（長崎）参加者１，１３１名。東京から

の参加者は83名

＝四者連絡協議会は今年から実施しない方向。

‐九月教頭研の件

・全体を通して平均出席率70.3％

・研究部会への参加者が少なく、メンバーが

固定化している。

・講師の清水委員長の講話が好評であった。

・各分科会では、助言者に対する謝辞を全・

定の委員長が述べるのがよいのではないか

との意見あり。

－米国の同時多発テロの影響を受け、沖縄への

修学旅行を中止した学校が相当数あるとの報

告。

＝研究部活動が時間がとりにくくなって調整に

苦労するとの報告あり。

｢票-J~面可
１４年１月10曰（木）１４時30分～17時

於．神楽坂エミール

出席35名中２３名

【会議次第】

司会５学区高田幸一教頭（江北）

１．会長挨拶………..……･……………相川会長

２．教頭会創立40周年記念行事について

…………相川会長

３．全国教頭会報告……………………綿田会長

４．校長会との話合いについて………相川会長

５．支部活動費の報告……………………会計

６．事務局からの連絡…………………事務局長

７．次年度への事務引継……..……･…同次長

８．学区・学科・支部の報告………各常任幹事

9．研究部会の報告..……･…………各研究部長

【コメント】

‐教頭会の話し合いに深まりがなく、もっと

忌揮なく話し合える会でしなければ、活性

化は期待できない。

＝各学区の教頭会ではいろいろ工夫して特色

を出すように努めている。

－完全学校週五曰制になった場合ＰＴＡ活動

や中学生の上級学校訪問、学校説明会をい

つ、どのように実施するか。

＝各校における土曜日の予測状況報告

－教頭会で宿泊の研修会を実施し研錨に努め

ている学区あり。

‐創立四十周年記念式典は平成14年度の役員

で役割分担をすることに決定。

－文部省の補助金打切りに伴う打開案の決定

のため、１/21緊急総務部会（全国）の開催。

【賀詞交換会】

恒例により会議後に開催。

総務部会で十分情報交換ができなかったと

ころの不足を補う。

－２１



７．特別委員会

会長相川靱彦

l・東京都教育委員会汚職等防止委員会都立学校部会委員

相川靱彦（第三商）

・東京都教育委員会における各部、事業所及び都立学校の実態に即した汚職等防止対策

及び事務改善をより具体的に検討する部会の委員

２．都立高等学校等入学者選抜に関する懇談会委員

相川靱彦（第三商）

・平成13年度都立高等学校等入学者選抜結果から、平成14年度都立高等学校等入学者選

抜の改善に資する諸事項を懇談する会の委員

３．東京都教育管理職等連絡会理事

相川靱彦（第三商）

・東京都公立学校の校長、教頭及び教育委員会の事務室長が職務上の任務に起因して訴

訟を提起された場合、応訴費用を貸し付けることにより個人の金銭的な負担を軽減する

とともに、東京都における学校教育の円滑な運営を図ることを目的とした会の理事

４．東京都教育管理職等応訴費用貸付審査会委員

矢嶋邦男（足立）

・東京都教育管理職等応訴費用貸付規程第９条に基づき、応訴費用貸付を審査する委員

５．東京都教職員互助会運営委員

綿田直樹（調布北）

・東京都教職員互助会の諸事業の運営に関与する委員

６．曰本教育会東京都支部役員

理事

相川靱彦（第三商）矢嶋邦男（足立）渡遥征博（向島工）

評議員

小川達夫（－橋）中野英雄（国際）針馬利行（練馬）森山慎一（大山）

高田幸一（江北）國分丈夫（両国）津田久枝（富士森）内田志づ子（砂川）

清原敬一（国分寺）和田吉廣（南野）若井文隆（大島）

・日本教育会の諸事業に協力し、支部事業（総会、研修会、支部報発刊等）を企画・実

施する役員

７．東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会相談役

相川靱彦（第三商）

・東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会の諸事業に関して相談を受ける相談役

８．東京都教育公務員弘済会評議員

渡邊征博（向島工）

・東京都教育公務員弘済会の諸事業に関する諸事項を評議する評議員

－２２－



３．主な活動報告

1．全国高等学校教頭会

１．会合

５月１１日（金）監査・本部役員会東京・事務局４県１４名

２９日（火）総務部会第1回東京・アルカディア市ヶ谷７県１９名

６月８日（金）理事研究協議会第1回〃〃４６県２市９４名

（含、地区研究協議会）

７月６曰（金）総務部会第２回〃〃７県19名

２５日（水）研究部会長崎・セントヒル長崎１０県１６名

全国理事研究協議会第２回〃〃４７県４市９９名″

２６日（木）総会・研究協議大会長崎ブリックホール４７県４市１，１３１名

２７日（金）研究協議大会〃

１０月１８日（金）中間監査・本部役員会東京・事務局３県１１名

２３日（火）総務会第３回東京・アルカディア市ヶ谷７県19名

１１月９日（金）常任理事会〃〃

１４年１月２１日（月）緊急総務部会神楽坂エミール５県１７名

２．地区協議会

北海道地区①５月１７日～１８日於．旭川市東海地区１０月１２日三重県主管

②11月２７日於．札幌市近畿地区１２月１曰～２曰京都府〃〃

東北地区１０月２３日～２４曰青森県主管中国地区８月９曰～１０日，鳥取県〃

関東地区11月１３日～１４日千葉県〃四国地区１０月１９日～２０曰香川県〃

北信越地区１１月１５日～１６曰富山県〃九州地区（全国大会を兼ねる）

３．刊行物

・発表資料集第２１号平成13年７月７日116頁参加者･県教委･県校長会などに配布

・全国要覧第24号〃９月１１曰５２〃会員･県教委･校長会などに配布

・会報第60号〃９月２９日１２〃〃〃〃”

・研究集録第24号〃１０月１１曰１１３〃〃〃〃″

・全国大会集録第37号〃１０月２０曰１４９〃〃〃〃″

（長崎県）

・調査研究集第25号平成14年１月１０日６４〃〃〃〃〃

・会報第６１号平成14年１月１０日１６〃〃〃〃〃

（注）「研究集録」と「調査研究集」は国際登録指定刊行物。

４．研究発表

１９県24題（長崎４題、東京３題、青森・岐阜２題、10県各１題）

－２３－

研究部門 全国大会 研究集録 計

管理運営 青森、東京、岐阜、徳島、長崎 岐阜、愛知（名古屋市） ６県７題

高校教育 神奈川、東京、滋賀、沖縄、長崎 青森、長崎 ６県７題

生徒指導 北海道、東京、石ﾉ１１、岡山、長崎 福島、島根 ７県７題



2．東京都立高等学校教頭研究協議会

東京都立高等学校教頭会

東京都公立高等学校定通教頭会共催

３．場所

東京都教職員研修センター

４．参加対象都立高等学校教頭345名

全日制課程239名

（副校長・舎監長を含む）

定時制・通信制課程106名

（副校長を含む）

５．内容

中心課題：高校改革の推進を図り、魅力

ある都立高校の実現

一開かれた都立高校を目指して－

６．分科会

当面する教育諸課題について６分科会を

設け、提案に基づいて研究協議を行う。

第１分科会開かれた学校づくり／学校

改革の推進を図ろ方策とその課題

第２分科会学校の危機管理と教頭の職

務／情報の管理及び人事考課について

第３分科会新学習指導要領実施に向け

た対応／総合的な学習の時間の実施

第４分科会新しい高等学校像／学校外

における学習の単位認定

第５分科会カウンセラー配置を巡る事

例研究

第６分科会学校行事を通して、生きる

力を育む学校づくり／保護者との連

携による生徒指導の可能性

７．全体会

講話を通じて、高校教育の未来を展望し

学校経営に主体的に参画できる教頭として

の識見を高める

（１）教育委員会挨拶

指導部主任指導主事

揚村洋一郎先生

（２）講話「今後の高校教育と学校管理」

－２１世紀の教頭の在り方一

東京都教育委員会

教育委員長

清水司先生

（３）あいさつ

東京都立高等学校教頭会

会長相川靱彦

東京都公立高等学校定通教頭会

会長佐藤光一

副会長渡遥征博（向島工）記

２１世紀を迎え、はじめての本研究協議会は私

達本部役員にとって、不安と絶望に近い気持ち

で準備を進めてきた。それは、本研究協議会へ

の参加が今年度より、出張が認められず職免扱

いになったことである。

また、高校改革の進行に伴う教頭の多忙化と

学校を空けることへの抵抗感等により、どの位

の数の教頭が参加してもらえるかが大変心配で

あった。

しかし、ふたを開け、９月７日の研究協議会

を迎えた時、７０％を越す参加率があったことに

ほっと安堵し、胸をなでおろすことができた。

これは、各々の教頭が自分達の意識を高揚さ

せ、資質を高めて、活力に溢れた魅力ある都立

高校づくりへの熱意が、今回の成功をもたらし

たのだと思う。裏返して言えば、今日の高校教

の困難さを教頭自身が打開し、都民の期待に応

える都立高校の実現に向けた、熱意の表れであ

ると確信する。

本研究協議会を開催するに当たり、下記の曰

程で、２７名の運営委員会が会合し、企画立案を

行うとともに、運営上の諸事項も協議した。

６月２２曰（金）第１回運営委員会

都庁第一本庁舎

７月１６日（月）第２回運営委員会

都庁第二本庁舎

９月６日（木）第３回運営委員会

教職員研修ｾﾝﾀｰ

実施事項

１．趣旨

都立高校改革推進計画を踏まえ、都立高

等学校の個性化・特色化を図り、都民の期

待に応え得る高等学校教育を推進するため、

当面する教育課題について研究協議を行う

ことにより、教頭としての識見を高め、各

都立高等学校の学校運営並びに教育指導の

充実に資する。

２．曰時

平成13年９月７日（金）

１３：１５～１６：３０

－２４－



４学区別支部教頭 会 報 告

1．第１学区高校教頭会 第７回教頭会

平成13年10月１６日（火）１時半～５時

雪谷高等学校

１教頭連絡会

２都教頭会より

３学区教頭会より

４情報交換

第８回教頭会

平成13年11月１３日（火）１時半～５時

大森高等学校

1教頭連絡会

２都教頭会より

３学区教頭会より

４情報交換

第９回教頭会

平成13年12月１１日（火）１時半～５時

芝商業高等学校

１教頭連絡会

２都教頭会より

３学区教頭会より

４情報交換

第１０回教頭会

平成14年１月２２曰（火）１時半～５時

大崎高等学校

１教頭連絡会

２都教頭会より

３学区教頭会より

４情報交換

第１１回教頭会

平成14年２月１２日（火）１時半～５時

田園調布高等学校

１教頭連絡会

２都教頭会より

３学区教頭会より

４情報交換

第１２回教頭会

平成14年３月１２曰（火）

つばざ総合高等学校（予定）

常任幹事小川達夫（一橋）

第１回教頭会

平成13年４月２０曰（金）１８時～20時

羽田高等学校

１研究部のメンバー選出等

２情報交換

３教頭会費の徴収等

４電話連絡網の確認等

第２回教頭会

平成13年４月２７日（金）１４時～17時

八潮高等学校

１教頭連絡会

２都教頭会より

３学区教頭会より

４情報交換

第３回教頭会

平成13年５月１４日（月）１４時～17時

日比谷高等学校

１教頭連絡会

２都教頭会より

３学区教頭会より

４情報交換

第４回教頭会

平成13年６月１２日（火）１４時～17時

一橋高等学校

１教頭連絡会

２都教頭会より

３学区教頭会より

４情報交換

第５回教頭会

平成13年７月１３曰（木）14時～17時

九段高等学校

１教頭連絡会

２都教頭会より

３学区教頭会より

４情報交換

第６回教頭会

平成13年９月11日（火）、小山台高平成13年９月11日（火）、小山台高等学校で実

施予定であったが、東京地方に台風が接近した

ため教頭連絡会及び教頭会は中止。

記
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２．学区担当指導主事からの諸連絡等

沖縄修学旅行、情報教育アドバイザー、学

校火災防止等について

３．学校運営上の課題についての意見交換

総合的な学習の時間について

４．課程別に課題等についての意見交換

幹事会報告

学校説明会、教育課程等について

第７回定例会玉川高校

平成13年11月１３日（火）

１．会場校佐治校長挨拶

２．学区担当指導主事からの諸連絡等

年間授業計画、授業確保、トライ＆チャレ

ンジ、教科「情報」、学校火災等について

３．学校運営上の課題についての意見交換

各教科・科目の年間授業計画の作成につい

て

主任制度に関する中間のまとめについて

４．課程別に課題等についての意見交換

幹事会報告

学校５曰制に伴う体験入学、授業公開、保

護者会の扱いについて

第８回定例会第一商業高校

平成13年12月１１日（火）

1．会場校山崎校長挨拶

２．学区担当指導主事からの諸連絡等

修学旅行、教育課程、土曜日の補習等につ

いて

３．学校運営上の課題についての意見交換

２学期末考査終了後の期間

４．人事部から連絡

服務事故への対応について

５．課程別に課題等についての意見交換

幹事会報告

情報交換

第９回定例会国際高校

平成14年１月２２日（火）

１．会場校川島校長挨拶

２．保健給食課からの連絡

３．学区担当指導主事からの諸連絡等

４．学校運営上の課題についての意見交換

考査終了後の期間、総合的な学習の時間

授業公開

５．課程別に課題等についての意見交換

幹事会報告

情報交換

第10回定例会小石川工業高校予定

第１１回定例会新宿高校予定

常任幹事中野英雄（国際）記

2．第２学区高校教頭会

第１回定例会桜町高校

平成13年４月２７曰（金）

１．会場校山室校長挨拶

２．学区担当指導主事からの諸連絡等

学校運営の適正化、人事考課制度、プール

事故防止、コスト意識、服務、授業日数・時

間数の確保等について

３．学校運営上の課題についての意見交換

４．課程別に課題等についての意見交換

幹事より、会場校について

会計報告

情報交換学校運営連絡協議会、部活動引

率の扱い、ＰＴＡ会費等

第２回定例会松原高校

平成13年５月１４日（月）

１．会場校八木校長挨拶

２．学区担当指導主事からの諸連絡等

学務部経理担当授業料の督促について

司書教諭の養成、主任研修等について

３．学校運営上の課題についての意見交換

４．課程別に課題等についての意見交換

授業公開について

５．歓送迎会

第３回定例会世田谷工業高校

平成13年６月１２日（火）

１．会場校木村校長挨拶

２．学区担当指導主事からの諸連絡等

学校運営の適正化、教育課程の適正な実施

等について

３．学校運営上の課題についての意見交換

４．課程別に課題等についての意見交換

第４回定例会明正高校

平成13年７月１３日（金）

1．会場校石井校長挨拶

２．学区担当指導主事からの諸連絡等

校長連絡会の内容報告、早期選考防止等に

ついて

３．学校運営上の課題についての意見交換

４．課程別に課題等についての意見交換

学校運営連絡協議会について

第５回定例会新宿山吹高校

平成13年９月１１日（火）

台風のため、中止

第６回定例会青山高校

平成１３年10月１６日（火）

１．会場校海野校長挨拶
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3．第３学区高校教頭会 第６回定例会富士高校出席者20名

平成13年10月１６日（火）１３時30分～17時

総合的な学習の時間について、試行校である

荻窪（定）から報告があった。検討が進んでい

る学校から進捗状況を報告してもらった。

９．１１のアメリカ東部同時テロの影響で、沖

縄への修学旅行について実施の可否を検討し始

めた学校から報告があった。

第７回定例会第四商業高校出席者20名

平成13年11月１３日（火）13時30分～17時

平成14年度から年間授業計画を作成し生徒・

保護者へ公開する件について、教員を指導する

ために記載項目などを明示した文書を出してほ

しいという要望をした。現在作成している農芸

高校からの説明があった。

主幹制度について人事部からの出席者に対し

て質疑応答を行った。

第８回定例会四谷商業高校出席者21名

平成13年12月11日（火）13時30分～17時

人事部より柿漆管理工事が来て服務事故防止

について話があった。

年間行事計画の中の欄外に記入されたものは

日程が決まり次第変更届を出すという件で、多

くの質問や疑問が出され、次回に回答すること

になった。

学校五曰制になったときの保護者会やＰＴＡ

役員会などの持ち方について情報交換した。

第９回定例会鷲宮高校出席者21名

平成14年１月２２日（火）１３時30分～17時

１月１５日逝去された大倉教頭（第四商業）の

冥福を祈り１分間の黙祷の後会議を始めた。

３学期における授業観察についての情報交換

を行ったが、人選など多くの仕事の中で苦労し

ながら取り組んでいる様子が報告された。

今年度から東京都教育委員会主催の全定合同

の教頭連絡会となった。指導部から校長連絡会

の報告、それに対する質疑応答、その後に全定

に別れて学区の教頭会を行うということになっ

た。ここでは学区の教頭会で協議されたものを

中心として報告する。

臨時教頭会桜水商業高校出席者20名

平成13年４月２０日（金）１４時～17時

役員の選出常任幹事針馬（練馬）幹事

須藤（大泉)､英（西)､会計島村（桜水商業）

教頭連絡会は出張であるが、その他の教頭会

の会合は職免になるという連絡があり、今後の

対策を協議した。通年の授業公開が新聞に発表

され、早速問い合わせがあった学校など情報を

交換した。

第１回定例会石神井高校出席者21名

平成13年４月２７曰（金）１４時～17時

初めての全定合同の会であった。自己紹介を

行い、自己申告書の提出状況について情報交換

を行った。昨年度通年の授業公開の試行校であ

った練馬工業から報告があった。

第２回定例会大泉高校出席者22名

平成13年５月１４曰（月）１４時～17時

幹事であった須藤教頭（大泉）が校長へ栄進

されたので、古山教頭（大泉北）を選出した。

自己申告書の提出と面接の実施状況の情報交

換を行った。職員団体の抵抗がありながらも、

教頭が調整し進めている様子が報告された。司

書教諭や情報教諭の免許取得講習会への参加依

頼の要望があったが、取得後の待遇がはっきり

しないため教頭が苦労している発言があった。

第３回定例会農芸高校出席者23名

平成13年６月１２日（火）１４時～17時

授業観察についての情報交換を行う。職員団

体とのやりとりの中、面接と同時進行で教頭が

苦労しながらも着々と進めている様子が報告さ

れた。また期末考査後の授業の実施についても

情報交換を行った。

第４回定例会杉並高校出席者22名

平成13年７月１３日（金）１４時～17時

授業公開について情報交換をした。

第５回定例会台風のため中止となった。

常任幹事針馬利行（練馬）記

６Ｍ
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4．第４学区高校教頭会

本学区は全日制担当の教頭の人数は、総数２０

名の陣容である。その内訳は、普通科は11校で

11名、商業科は３校で３名、工業科は３校で４

名、単位制は１校で２名の人数で構成している。

役員は、常任幹事１名、幹事２名、会計１名

の４人が１年任期で総交代の方法を取り、学区

に赴任歴が長い順に役割を決めるという原則を

取っている。

本年度から、前半は、定時制担当教頭会と合

同での東京都教育委員会主催の教頭連絡会を行

い、後半は、各課程の教頭会に入っていく過程

で進めてきている。

では、後半の会の中身と言うか、様相と言う

か、旨く表現はできないが、その内容はこの３

年間で約半数余が異動または校長昇進や御退職

をされて構成員の変化と共に変容してきている。

加えて、多様な学校教育への多様な風の直撃

を受けて、確実に変化してきていることは致し

方のないことかなとも感じている。この思いは

私一人だけではないようである。

それらの要因等は「本音を言わない教頭が少

しずつ増えている」という側面をもたらしてい

る。言い換えれば、「情報をもらっても情報を

流さない教頭が増えている傾向がある」と言っ

ても言い過ぎではない現象がでている。

しかし、皆んな忙しく、苦しい立場にいるわ

けで、だからこそ、もっと腹を大きくしていこ

うではないかと考える教頭が約半数強はいる。

心強い限りである。

そのメンバーが上述の渦中の流れの中で貴重

な時間を有効に活かす場に、必ず会の後に参集

し、戦友にも似た思いを抱きつつ、明日へのエ

ネルギーへの糧にしてきている。有り難いこと

と本年度の幹事・役員一同感謝している。

後漢書の一節にある「志ある者、事、意に成

す也。」は、共に生きる場を共有する教頭にと

って意義ある示唆を与えているのではないだろ

うか。けっして、「夢幻の如く……」とはなっ

てはならないとも考える。縁あって、４学区の

教頭になった時期を心の底から共有できる仲間

でありたいものである。

常任幹事森山慎一（大山）記

鵜
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５．第５学区高校教頭会

○形態の変化

平成13年は、教頭会から教頭連絡会という名

称に変わり東京都教育委員会が主催する形にな

った。また、教頭会の研究研修は、職免という

形で活動することになった。

第５学区は、今年、望月指導主事が担当にな

られた。会の運営は、全日、定時制が合同で、

東京都の教育情報（各部）を全体を通して、1

時間から２時間の間で連絡、質疑応答を行い、

その後、全定に分かれて全日と定時制の情報交

換等が行われた。

全日と定時制と同時開催は、日程、会場設定、

資料配付も一度に徹底できて非常によかった。

また、各部署の副参事等が会場まで来ていただ

き直接、膝を交えて課題等について話を聞く機

会が得られ、正確な情報を共有できるようにな

った。

しかし、全体会と定時制、全日制に分かれる

ようになり、指導主事との直接の質疑応答にお

いて、もう少しゆっくりした時間的な余裕が欲

しいという声も聞かれた。また、毎月１回の教

頭連絡会は、主催が都教委であり各部署からの

課題、要望等の情報提供を受ける事が中心であ

る。このことから、受け身になりやすかった。

以前は、自らの学校の課題を正面に見据えて

持ち寄り、色々な教頭が経験の多少に関わらず

改善策を見いだすため、真剣に知恵を出し合っ

た。経験の差に驚き、励まされたり、活発に話

し合った雰囲気が少し変化したように感じられ

る。

また、教頭が行ってきた課題研修への取り組

みも、今までの積極的参加型から消極的参加型

へと少し変化が見られた。次年度から知恵を出

し合い工夫し、良い教頭連絡会にしたいと考え

ろ。

○13年度日程

第１回４月２７曰（金）江北高校14時～

第２回５月１４曰（月）足立高校14時～

第３回６月１２曰（火）台東商業高校14時～

第４回７月１３曰（金）荒川工業高校14時～

第５回９月１２日（火）白鴎高校台風0tb中止

第６回１０月１６日（火）荒川商業高校14時～

第７回１１月１３日（火）竹台高校14時～

第８回１２月１１日（火）上野高校14時～

第９回１月２２曰（火）忍岡高校14時～

第10回２月１８日（月）上野忍岡高校14時～

第11回３月１２日（火）白鴎高校14時～

○13年度転出入

今年、佐藤榮（竹台）が（葛西南）校へ松本

隆（白鴎）が（忠生）校長へ栄転され、間宮

（墨田工業月島分校）副校長として、島田（竹

台）両国定時制から、酒井（荒川工）が小石川

定時制、星野（白鴎）が新たに転入した。

○13年度活動状況

５学区の教頭連絡会の情報交換は、主に、自

分の学校の問題等をあげ、色々な校種、職場の

状況が違う視点から質疑応答が行われた。日頃、

情報不足のより校務多忙で解決できないことが

多いので情報交換は非常に有意義であった。

自校に置き換えて考え、建設的な意見や数多

くのヒントがあり、良い機会となった。

いつも多様な視点からの問題提起をざれ準備

している、磯部（足立東）出井（足立西）藤松

（青井）荒川（足立新田）。解決できない要因

はなにか、現状を踏まえ意見する、三木（上野

忍岡）瀧上（蔵前工）國分（晴海総合）酒井・

鍋谷（荒川工）、星野（白鴎）。できないなが

らどのように解決しているのか解決策を論じる、

飯田（上野）島田（竹台）小島（足立工）大本

（荒川商）。時には法的根拠を示す、土肥（晴

海総合）鈴木（台頭商）矢嶋（足立）。また、

各教頭の今までの経験を生かした発言でまとめ

る役、石橋（曰本橋）菅又（忍岡）合津（蔵前

工）。さらに全体の進行を調節する、山際（淵

江）。話題によって先生方の役割は、いつも変

化するが、個性が強く、しかし、柔軟性に富ん

だ５学区の情報交換会であった。

○５学区都立校合同説明会

５学区の学校説明会は、昨年度より立ち上げ

全員で協力し、足立区北千住の「学びビア」で

開催した。今年も同様、島田（竹台）が中心と

なり５学区の高校説明会を実施した。昨年度よ

りそれぞれの高校が、工夫を凝らし校長や教員

が積極的に参加し、新聞報道に掲載し説明会参

加者も増えた。

５学区教頭研修会（親睦旅行）

３月２３日（土）２４日にかけ多忙な時期である

が有志を募り行う予定である。

常任幹事高田幸一（江北）記
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いたが。中学生約1800名、保護者約1400名の総

数3248名の参加を得て盛況であった。

さて、情報交換で定時制から移って感ずるこ

とは、これもよく言われることであるのだが、

情報交換の密度や協議内容の深まりが異なるこ

とだ。理由は学校数が多く、課程の違いや普通

科同士でも学校の特色や特性が異なっており、

定時制のように共通の基盤がなかなか設けにく

いことによるのだと言われている。その結果、

一門一答式の交換に終始せざるを得ないのだと

感じている。加えて各校様々な固有の対応があ

り、この時代一律の結果を迫られる割りには、

その道筋が多岐で一様には論じられないからな

のだろうと個人的には受け止めている。常任幹

事としてもう少し突っ込んだ情報交換がなされ

るよう工夫できていたらと反省している。

なお、記録として今年度教頭連絡会（全・定

合同）の会場として、その後の「教頭会」の会

6．第６学区高校教頭会

今年度から、学区教頭会は新設された「教頭

連絡会」の後に設定されることになったので、

例年この欄で報告している「定例会」の内容の

大半は、月ごとの教育委員会による教頭連絡会

において済んでいる。連絡会終了後の定例の教

頭会では、本学区は概ね各月とも次のような次

第で実施している。

ｌ教頭幹事会（または総務部会）報告

２研究部の連絡報告

①管理研（第１・第２委員会）

②高校教育研（第１・第２委員会）

③生徒指導研（第１・第２委員会）

３協議・情報交換

４その他

場としてもあった会場校を以下掲げておく。

第１回平成13年４月２７日（金）

葛飾商業高校

第２回平成13年５月１４日（月）

葛飾野高校

第３回平成13年６月１２日（火）

両国高校

第４回平成13年７月１３日（金）

隅田川高校

第５回平成13年９月11日（火）

江戸川高校台風のため中止

第６回平成13年10月１６日（火）

本所工業高校

第７回平成13年11月１３日（火）

水本高校

第８回平成13年12月11日（火）

葛西南高校

第９回平成14年１月２２日（火）

科学技術高校

第１０回平成14年２月１８日（月）

葛西工業高校（予定）

第１１回平成14年３月１８日（月）

墨田工業高校（予定）

６学区教頭会の構成員は、２７校（普・商・工

・農・単位制・定時制単独商）３１人である。新

任から今年度ご退職の大ベテランまで、経験も

年齢（最高14歳差）も実に幅広い。定時制の教

頭を経て全日制の教頭（私もその－人だが）と

してあるものもいる。しかし、定時制で何年経

験を積もうと、全日制教頭会では1年生からは

じまるので、わたしのように全・定ともに幹事

を果たす者も珍しくない。さらに今年度は、東

京都立高等学校教頭会の会長・副会長の任に当

たられているおこ方を擁しているので心強い限

りである。幹事会や総務部会報告など、質問が

あっても不明な点はダイレクトに伺えるという

利点があった。

今年度教頭会での情報交換は、１４年度からの

土曜曰対応等をはじめとした当面する課題につ

いて行ったが、教頭連絡会の全・定共通の情報

交換の場で概ねは済んでいる。特に６学区とし

ては、10月に実施した「６学区都立高等学校合

同説明会」（学区校長会主催）を目前にして、

会場校となった両国高校から、校長会で出され

た実施要項と会場校としての実施要項をもとに

当日の案内とそれに伴う質疑応答を実施したこ

とである。これは全校が共通して必要な情報で

あり、当日の円滑な実施に効果があった。隣接

の学区でも当曰学区の都立高等学校説明会を開

催するということで、参加者の減少を危倶して

常任幹事國分丈夫（両国）記
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第６回定例会平成13年10月１６日（火）

南平高校出席者23名

1．会場校盛校長挨拶

２．教育委員会より連絡_坂本指導主事一

①校長連絡会（10月９日）の内容

②事故報告、火災発生の防止、牛の眼球等の

使用禁止、沖縄修学旅行について、他

３．協議：「総合的な学習の時間」の導入

４．情報交換：修学旅行対応、ＰＴＡ私費職員、

学校評価、他

第７回平成13年１１月１３日（火）全定合同

町田高校出席者23名

１．教育委員会より連絡―坂本指導主事一

①校長連絡会（１１月６日）の内容

②事故報告、卒業式・入学式における適正な

国旗掲揚・国歌斉唱、火災の防止、他

２．協議

①各教科・科目の年間授業計画の作成

②主任制度に関する中間のまとめ－人事部

３．情報交換：期末考査後、ＰＴＡ活動曰、他

第８回平成13年12月１１日（火）

忠生高校出席者23名

１．会場校松本校長挨拶

２．教育委員会より連絡－坂本指導主事一

①校長連絡会（12月４日）の内容

②事故報告、平成14年度修学旅行実施予定調

査、学校設定教科・科目の申請、他

３．協議：２学期末考査終了後の「期間」の状

況について

４．情報交換：新カリ編成状況、混合名簿、他

第９回平成14年１月２２日（火）

野津田高校出席者22名

１．会場校松尾澤校長挨拶

２．教育委員会より連絡－坂本指導主事一

①校長連絡会（１月１５日）の内容

②事故報告、教育課程届出説明会における質

疑について、授業公開について、他

３．服務事項に関する情報提供一ⅢHIH餌郷一

４．情報交換：学校説明会の曰程、体験入学実

施の有無、授業公開日程及び態様、来年度期

末考査後について、学力検査採点日について

第１０回平成14年２月２２日（火）

成瀬高校予定

第１１回平成14年３月１２日（火）

小川高校予定

常任幹事津田久枝（富士森）記

7．第７学区高校教頭会

第１回平成13年４月２７日（金）(全定合同）

八王子工業高校出席者24名

１．会場校内田校長挨拶

２．新役員紹介：常任幹事津田（富士森）

幹事宗像（八王子東）芝尾（南多摩）

３．教育委員会より連絡―坂本指導主事一

①教頭連絡会実施の主旨

②校長連絡会（４月２４曰）の内容

③事故報告、周年行事該当校調査、他

④質疑応答：合同学校説明会について、他

４．情報交換：車通勤、自己申告書、校医、他

５．第１回総務部会報告

多摩地区全日制教頭会の発展的解散、他

第２回平成13年５月１４日（月）

八王子高陵高校出席者23名

１．会場校星校長挨拶

２．教育委員会より連絡_坂本指導主事一

①校長連絡会（５月８日）の内容

②事故報告、水泳事故防止、教科「情報」

講習会参加者の推薦、他

③質疑応答：部活動費査定について、他

３．情報交換：自己申告書、面接、授業観察他

第３回平成13年６月１２日（火）(全定合同）

富士森高校出席者23名

1．会場校佐藤校長挨拶

２．教育委員会より連絡―坂本指導主事一

①校長連絡会（６月５日）の内容

②事故報告、教育課程編成基準・資料説明会、

教科「情報」・司書教諭講習者募集他

③質疑応答：中学の調査書について、他

３．情報交換：授業観察、授業公開、期末考査

後、特別指導日数、他

第４回平成13年７月１３日（金）

曰野高校出席者23名

1．教育委員会より連絡―坂本指導主事一

①校長連絡会（７月１０日）の内容

②事故報告、早期選考防止、他

③質疑応答：授業日における高野連理事校の

生徒補助員、土曜曰の講習他

２．情報交換：土・日のＰＴＡ活動、ＰＴＡ通

帳名義、部活動費、期末考査後他

第５回平成13年９月１１日（火）

大型台風接近のため中止

－３１



8．第８学区高校教頭会 を貸し出しているところもあるが、各校、事

情も異なるところから、完全に教員なしで施

設を貸し出すところまで至っていない。

週５曰制に伴う保護者・ＰＴＡとの連携は

現在、教頭の最も苦慮している問題である。

今後も学区として都高ＰＴＡを交えて協議し

ていく予定である。

②沖縄修学旅行について

９月１１日の同時多発テロ以降、沖縄への修

学旅行を計画していた多くの都立高校が中止

の方向に動いた。９月の学区教頭会では各校

の情報交換をした上、指導部からの助言もい

ただき、安易に中止しない方向で協議した。

その結果、現地と学校との密接な連絡、正

確な情報収集、学校と家庭との連携を経た上、

８学区の多くの学校は予定通り沖縄旅行を実

施した。沖縄と同じように基地を抱えている

という地域の特殊事情もある。

不安がなかったといえばうそになるが、実

施した学校は、積み上げてきた平和学習の実

績を無駄にすることなく、大きな成果をあげ

た。

③その他

・期末後の授業及び行事日程について

・学校のホームページ作成のガイドラインにつ

いて

・吹奏楽部の高校野球応援時の取扱いについて

・校内の安全管理の問題について

・都立高校合同説明会の多摩地区開催の要望に

ついて

く地域の状況＞

第８学区は、立Ⅱ|市、昭島市、福生市、羽村

市、青梅市、武蔵村山市、東大和市、あきる野

市、瑞穂町、奥多摩町、日の出町、桧原村の８

市、３町、１村の全都で最も広大な地域をかか

えている学区である。各校とも交通アクセスは

きわめて悪く、ＪＲ青梅線・五日市線が止まっ

てしまうと生徒の代替通学手段が全くなく、学

校生活に影響を及ぼすこともしばしばである。

教頭の中には都庁までの出張に学校から２時間

余りかかる方が大勢いる。

周辺に私立高校は少なく、中学生の都立高志

向が強い学区である。しかし、来年度からの学

区制廃止に伴い、他学区に学区の中学生が流れ

るのではないかという危機感をもっている。

本年度より教頭連絡会後に実施されることと

なった学区教頭会も学区担当指導主事のご配慮

により、例年と変わりなく、実りの多い協議、

情報交換を実施することができた。

今年度の学区教頭会としてとりあげた情報交

換及び協議事項の主な内容は以下の通りである。

①１４年度よりの週５曰制に伴う学校行事、Ｐ

ＴＡ等に係わる諸問題について

・学校説明会は各校とも中学生の状況を考慮す

ると土曜日実施となる。その場合、授業と組

み合わせて全日日程とし、他の曜日に休曰を

振り替えることになる。

・保護者会は今年度までは各校とも土曜日を中

心に実施してきた。教職員の服務については

勤務時間の割り振り変更で対応してきた。し

かし、14年度からはそれも不可能になる。平

日の実施が中心となるが、保護者の都合から

も年に１回位は土曜実施もやむをえないと考

えている。

・ＰＴＡ総会、ＰＴＡ常任委員会等の土曜実施

においては管理職が交替で出勤することに決

めている学校も多い。

・第８学区は学区ＰＴＡの交流が盛んである。

学校対抗のＰＴＡソフトボール大会・バレー

ボール大会も実施している。そのための練習

としてＰＴＡの土日・夜間等の学校施設使用

もあり、多くの学校では教頭が対応している。

学校によってはＰＴＡに機械設備のカード等

第８学区では情報交換時に時々、「明るい話

題シリーズ」と称して各校で活躍する生徒・

教職員の様子を伝えてもらっている。ささや

かなものであるが、各校の成功体験は、教頭

を元気づけると同時に、自校でも実施可能な

道を探るための重要な示唆を与えてくれる。

常任幹事内田志づ子（砂川）記
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②学校運営連絡協議会の各校の状況

③授業公開の各校の状況

第５回定例会

９月11曰（火）武蔵野北高校

①校長出張のため、すぐに会議に入る。

②総合的な学習の時間について

③期末考査後の授業のありかた

第６回定例会

１０月１６曰（火）小金井北高校

①小泉校長挨拶

・校長と教頭の関係

②沖縄の修学旅行の状況

③調査書のパソコン対応について

第７回定例会

１１月１３日（火）田無高校

①八代校長挨拶

・これからの都立高校

②14年度の土曜日の活用

③教科「情報」の各校の取り組み

第８回定例会

１２月１１日（火）久留米高校

①渡部校長挨拶

・これからの学校運営のあり方

②期末テスト後の各校取り組み状況

③教員の服務について

第９回定例会

１月２２日（火）久留米西高校

①天野校長挨拶

・教頭の健康管理と激励

②柿添管理主事による「服務事故の対』

9．第９学区高校教頭会

本年度からは教頭会のあり方がこれまでとは

大きく様変わりするということで、今後どのよ

うな勤務形態や、どのような業務内容になって

いくのか、会員一同、不安を持ちながら第１回

の会議に臨んだ。しかし、学区担当の田神指導

主事のきめ細かなリードにより、９学区の教頭

連絡会はこれまでと同様に有意義な会として機

能していった。以下は、その記録であるが、指

導主事からの連絡・報告・指示等はすべての学

区が同じであるので、ここではその後の意見交

換・情報交換で協議されたこと等を中心にまと

める。

第１回定例会

４月２７日（金）保谷高校

①宮崎校長挨拶

・教頭の姿勢により学校は変わる。

②自己紹介

・新たに６人の異動されてきた先生方を迎え新

鮮な出発となった。

③通年の授業公開について各校の状況

④週休曰の部活動の取扱いについて

第２回定例会

５月１４日（月）小金井工業高校多摩

地区定時制との合同会議

①高間校長挨拶

・今日の教育状況と教頭の役割

②学務部の土屋係長が参加する。

・授業料未納者等に教頭がどのように対応すれ

ばいいのか説明に来る。

③教科「情報」について

第３回定例会

６月１２曰（火）田無工業高校

①国廣校長挨拶

・田無工業高校の取り組み、教頭激励

②車通勤者の取扱いと教頭の対応について

③体験入学の各校取り組みについて

第４回定例会

７月１３日（金）武蔵高校多摩地区定時制

との合同会議

①菊池校長挨拶

・職員の意欲をどのように引き出すか。

・書類の整理の仕方。

②柿添管理主事による「服務事故の対応と防止」

の講演。事例を用いての説明は非常に参考に

なった。

③次年度の特認研修と土曜日の取り組み、各校

の状況について

常任幹事清原敬一（国分寺）記

鮒
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10．第１０学区高校教頭会 第５回定例会調布北高校

平成13年６月１２日（火）

(1)出勤監査（中）

(2)新教科「情報」現職教員等講習会の参加者の

推薦状況

第６回定例会府中西高校

平成13年７月１３日（金）

(1)新教育課程説明会

(2)期末考査後の授業

第７回定例会調布南高校

平成13年９月11日（火）

台風のため中止

第８回定例会農業高校

平成13年10月１６日（火）

「総合的な学習の時間」についての研究協議

第９回定例会国立高校

平成13年12月１１日（火）

(1)期末考査後の授業

(2)スクールプラン

(3)新カリキュラムにおける卒業単位数

第１０回定例会三鷹高校

平成14年１月２２日（火）

(1)新カリキュラムにおける７時限の設定校

(2)修学旅行における水辺活動

(3)平成14年度におけるＰＴＡ活動の曜日

今年から教頭連絡会に引き続く形で、学区教

頭会が開催されることとなった。その中では、

教育課題に対して、各校の取り組み状況の情報

交換を重視し、先駆的な取り組みをしている学

区の例を参考にさせていただいたりした。

また、学区担当指導主事より適切な助言をい

ただいたり、時として、オン、オフを問わず、

お互いに気楽に助言をしたりして、有意義な教

頭会とすることができた。

１．指導部学区担当

大室文之指導主事

２．転入者４名

大矢保雄（狛江）、小暮正利（府中）

橋本昇（府中東）、立石武則（府中工業）

※府中工業高校、狛江高校は今年から教頭が

複数配置。

３．教頭会報告

第１回定例会南野高校

平成13年４月２０日（金）

(1)研究部会の所属

(2)教頭会関係の服務の取り扱い

(3)勤務時間の割り振り

第２回多摩地区教頭会臨時総会八王子労政会

平成13年４月２１日（土）

「多摩地区教頭会」発展的に解消を決定

第３回定例会南野高校

平成13年４月２７日（金）

(1)各研究部会報告

(2)スクールカウンセラー

(3)多摩地区教頭会

第４回定例会狛江高校

平成13年５月１４日（月）

(1)自己申告、授業観察、面接

(2)新カリキュラム、総合的な学習の時間

(3)勤務時間の割り振り

(4)期末考査後の授業

(5)業務服務監察

(6)機械警備

常任幹事和田吉廣（南野）記

｡
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11．島しょ地区高校教頭会 また、２学期考査末の授業等の実施内容につ

いて情報交換を行う。

○第７回１２月１１日（火）芝商：図書館開放

の実施校及び管理者などについての情報交換

を行う。また、部活交流についてのアンケー

ト集計に基づいて、具体的な内容について意

見交換を行う。特に、旅費や実施場所、時期

等大きな問題が残っているが実施する方向で

検討する。また、英語指導助手の配置につい

て意見交換をもつ。昨年までは各島１人の配

置であったが、今年度より大島（大島高と大

島南高で１人）八丈で１人、新島と神津で１

人、三宅と小笠原で１人となっている。特に

新島・神津と三宅・小笠原では半年毎の勤務

形態になっており大きな影響を及ぼしている。

予算的な面もあるがｌ島１人の配置をお願い

する。

○第８回１月２５日（金）都庁第一本庁舎：

教頭連絡会の開催曰が都合により変更となり

島しょ地区のみ別に実施する。島しょ地区と

都内高校の部活動交流会について夏季休業中

に実施の方向で検討を進めることなど最終確

認を行う。また、東海汽船の大島航路の運行

が従来と変更になることによる出張等のあり

方について情報交換を行う。また、校内規定

及び学校評価アンケートをもちより各校の取

り組みについて確認する。

島しょ地区教頭会は、大島・大島南（舎監長

を含む）・新島・神津・三宅（舎監長を含む）

・八丈・小笠原の７校９名で構成しているが、

定例会等には大島及び八丈の定時制も参加し、

合計１１名で行っている。昨年までは、地理的環

境・交通事情等の理由で月例会の形で定期的に

開催することができなかったが、今年度より教

頭連絡会が月１回開催されたことにより、全体

の連絡会が終了後、島しょ地区教頭会をもつこ

とができ、従前より情報交換の機会が増え有意

義な意見交換ができた。

○第１回４月２７日（金）八潮高：教科「情

報」の開設年度や実施学年、低学力生徒の対

応などについて情報交換を行う。

○第２回５月１４日（木）曰比谷高：教科「情

報」の免許取得のための講習会への出席に伴

う旅費についての情報交換。校内予算で処理

しなければならない状況下においては、島し

ょ地区からの出席には無理があるなど、旅費

に関していろいろと意見交換を行う。

○第３回６月１２日（火）－橋高：教科「情

報」等の講習会出席に伴う旅費について、事

務室の協力もあり、別途予算を措置していた

だける見通しが立ち、講習会への出席が可能

になったことなどを報告する。図書館司書教

諭についても同様に予算措置をしていただけ

ることになった。また、自己申告書の提出及

び面接、授業観察の各校の実施状況、さらに、

期末考査後の授業計画などについて情報交換

を行う。

○第４回７月１３日（金）九段高：教員の島

外における研修の実態についての情報交換を

行う。

○第５回１０月１６日（火）雪谷高：入学選抜

において学区撤廃に伴う島しょの扱い、自動

車による出張及び「総合的な学習の時間」の

実施内容などについて情報交換を行う。

○第６回１１月１３日（火）大森高：島しょの

高校は他校との練習試合等の交流の機会が極

めて少ない。そこで、八丈の呼びかけで島し

ょ地区と都内の高校との部活交流会について、

その実施可能性を探るために各校の部活顧問

に対してアンケートを実施することとした。

三宅島・神津島・新島の火山・地震災害が起

こり、三宅の全島避難になってから１年半が過

ぎたが三宅島においては帰島の目途すらたって

いない。また、神津島・新島においても未だに

復旧作業が行われており、正常な生活をおくる

にはまだまだ時間がかかる模様である。

島という地理的環境・交通事情でなかなか研

修会や各種の委員会などに出席できずに多くの

面でご迷惑をおかげしています。

ところで、生活路線である東海汽船の大島航

路の運行が４月から大きく変更になる。従来就

航していた竹芝発の東京船（大型客船）が金・

土・曰の（上り船については土・曰・月）のみ

の運行となる。研修・出張など今後、島しょ各

校における新たな課題となってきた。

常任幹事若井文隆（大島）記
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５．学科別支部教頭 会 報 告

1．普通科高校教頭会 人口の問題としては、目新しく、入学生を引き

つけることができる。しかし、しばらく経つと

出口の問題として、新鮮味がないと、効果が薄

れるのではないだろうか。卒業時に、そのコー

スに見合った資格が取得できるとか、そのコー

スに合った大学の学部に入学することが有利に

なるとか等の特徴がないと持続効果が期待でき

ないと思われる。

入試制度の改革をはじめ、コース制の導入、

総合学科の導入、単位制高校の設置、チャレン

ジスクールの設置、入試問題の自校作成、進学

重点校の導入、最近では、中高一貫教育校の導

入と、次々と新しい改革が行われている。この

ような高校改革が次々と行われる現在、教頭と

して、どのような、斬新なアイデアを見出し、

校長を補佐して、改革の実を上げ、より長く、

維持発展することができるか、困難な時期に、

直面しているのではないだろうか。普通科、専

門学科との境界が暖昧になりつつある今曰、普

通科教頭会として、どう取り組んで行くのか難

しいことである。いずれにしろ、教頭一人一人

の自覚の高揚と実行が急務である。

1．普通科教頭幹事会

平成13年５月３１日（木）エミール

１５時30分～17時00分

議事

（１）平成12年度事業・決算・監査報告

（２）平成13年度役員推薦

（３）平成13年度事業計画・予算案

（４）平成13年度総会役割分担等を検討

２．普通科教頭会総会

平成13年６月１４日（木）星陵会館

１３時30分～15時10分

譲事

（１）平成12年度事業報告

（２）平成12年度決算および監査報告

（３）平成13年度役員選出

（４）平成13年度事業計画

（５）平成13年度予算承認

（６）その他

３．会員異動

平成13年３月３１曰付

退職者

副会長矢嶋邦男（足立）記

４名

平成12年４月ｌ曰付

校長栄進者

全曰制からの転任者

定時制からの転任者

新任者

休職者

名
名
名
名
名

叫
旧
Ⅳ
Ｍ
０

４．活動に関して

今年度は、普通科教頭会としては、講演会学

校訪問等の特に目立った活動はできなかった。

都立高校の凋落が言われ、高校改革が進めら

れて久しい。しかし、普通科高校の特色ある学

校づくりはなかなか難しいように思われる。例

えば、コース制の導入にしても、導入当時は、

成果が認められても、しばらくすると改革の効

果が失くなって来るように思われる。その一つ

の見方として、新しいタイプの高校を作ると、

曇塞掌
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２工業高校教頭会 入れて教育課程は作られるべきである。現在、

それを踏まえて各学校はそれぞれ特色ある学校

づくりを目指している。夏季休業中に下記の工

場見学会を企画したが、工業高校教頭40名のう

ち参加は12名であった。卒業生の働いている現

場、産業界の動向を勉強することも教育課程を

考える際、重要なことではないかと考える。も

っと参加しやすい配慮を各方面に期待する。

工業教頭会は、今年度から教頭連絡会のある

曰の午前中、交通至便な教職員研修センター分

館で都立工芸高校を会場にお借りし開催してい

る。その曰は、午後から教頭連絡会、学区教頭

会と続けて開催されるため、学校に戻ることが

できない。そのため、朝一度学校へ出勤してか

ら工業教頭会に出席したいという要望が強いの

で、始まりは10時にしている。

しかし、工業高校は全部に分散しているため、

一度学校に寄ってからでは間に合わない所も存

在する。終了は12時であるが、このような工高

に勤務している教頭は、午後の教頭連絡会もそ

の地域の高校で行われるため、昼食の時間もと

れない状況で戻って行かなければならない。

工業教頭会は、工業高校特有の山積する課題

について研究協議を行う必要があるが、このよ

うな現状で議論を深める時間が足りない。また、

工業高校は大半の学校が、教頭二人制である。

教頭会への出席は各校原則１名としているが、

事情により１名が固定していない学校もあり、

普通教科の教頭も増えている。そのため、運営

について検討する時期にきていると感じる。

資源の乏しい我が国の人々が豊かな生活を営

むためには、工業製品の輸出による外貨獲得が

必要である。しかるに、工業は世界で最も自由

化が進んでいる分野である。開発途上国が技術

の向上によって同じ製品を作ることができれば

値段の勝負になる。我が国は人件費の高騰によ

り開発途上国と同じ製品では太刀打ちできない。

そのため産業の空洞化が進んでおり、国内生産

は、技術的に高度なレベルの高付加価値製品が

要求されている。そのため、工業人には、

①外国の文献を読みこなす語学力、高度な数学

等を駆使できる学力、創造力をもった人、

②それに応えられるものづくりのできる人、高

付加価値製品の保守点検・維持管理のできる

人、が求められている。

工業高校卒業生は後者を担うものと考えられ、

工業高校には、それに答えられる教育が産業界

から求められている。

工業高校教育には、経済発展や国家社会のた

めの人づくり、２１世紀の日本を担う人材の育成

をはかるという目標があり、このことを念頭に

管外研修会を開催

８月２８曰（火）から２９日（水）まで１泊２日

で愛知県立碧南工業高等学校とトヨタ自動車株

式会社の見学研修会を行った。１日目の碧南工

業高校では、学校側からの説明と校内見学を行

った後、環境工学科の課題研究で行っているビ

オトープと電子工学科が主体となって進めてい

るインターネット及びＬＡＮの活用について協

議を行った。教職員が全校あげて、地域に根づ

いた環境教育に取り組んでいる姿を見学し、学

校づくりの示唆と刺激を受けた。

２日目のトヨタ自動車㈱では、工業高校の卒

業生が従事する現場の生産ラインを見学した。

生徒が巣立っていく産業界の現状を直接目にす

ることができ、工業教育の推進と改善に得るも

のが多かった。

研究発表会を開催

12月２１日（金）の午後から職免で、工業教頭

会の研究発表会を行った。これは、日頃の工業

教頭会で全員が３グループに分かれて行ってい

る研究協議のまとめである。後日冊子にし、各

工業高校等に配布することになっている。会場

に教職員研修センター分館をお借りし、指導助

言に都立田無工業高校の國廣校長に出席いただ

いた。最初に國廣校長から体験を基にした「教

頭として努力したこと」と題する講演をいただ

き、教頭としての日々の姿勢から校長になる心

構え等について貴重なお話を伺った。その後、

３つのテーマで研究発表が行われた。

1つ目は「工業教育改善の視点」と題して八

王子工業高校の大山教頭が発表を行った。

本研究では、平成10年７月教育課程審議会答

申で示された「教育課程の基準改善の基本的考
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３．商業高校教頭会え方」の主な課題に関する基本的な考え方をも

とに下記の項目について、今後の工業教育改善

の視点を検討している。

（ア）道徳教育（イ）国際化への対応

の）情報化への対応（エ）環境問題への対応

（オ）少子高齢化への対応（力）横断的・総

合的な学習、教育課程の基準の大綱化・弾力化

２つ目は、「生徒指導における学校と地域社

会の連携のあり方」と題して、府中工業高校の

高橋教頭が発表した。

これは、前年度の研究成果をさらに押し進め

生徒を積極的に地域社会、下位学校、上級学校

へ関わらせることによって工業高校の活性化へ

の解決策を模索したものである。

今後の連携の中で、「生徒をどう活動させる

か」、「どのような活動が考えられるか」につ

いて考察し、積極的な生徒の活動を支援し、促

進していくための方策や提言を行い、実践例を

収集することによってこの研究が工業高校の活

性化を促し、新しい工業教育の－側面となるこ

とを期待している。

３つ目は、「工業高校の個性化・特色化を目

指す学校経営の在り方」学校運営連絡協議会を

通してと題して荒川工業高校の鍋谷教頭が発

表した。

これは、今年度からすべての都立高校で実施

されることになった学校運営連絡協議会を通し

て、工業高校が個性化・特色化を図り、いかに

して学校改革につなげるかについてその方途を

探っている。

商業教頭会は、今年度からの出張に関する服

務規定の見直しにより、毎月、教頭連絡会当曰

の午前中に定例会を開催することとした。商業

高校は全都に分散して位置しているので、東京

のほぼ中央にあり、比較的交通の便のよい所と

いうことで、赤坂高校・市ヶ谷商業．芝商業の

３校を輪番の会場として定例会を開催した。午

前中が商業教頭会、午後が各学区の教頭連絡会

ということで、定例会当日は平常より早く出勤

し、朝の事務処理を迅速に済ませ、毎回走って

商業教頭会の会場に出かける教頭も少なくなか

った。中には昼食抜きで午後の教頭連絡会に向

かう教頭もいた。また、後述するように、今年

度は東京が担当県となる商業関係の大きな催し

物を２つ抱え、例年よりも事前準備が必要な状

況の中で、定例会にも少し時間をかけたかった

というのも率直な感想である。緊急の打ち合わ

せ会は年休や勤務時間外で対応し、正に手弁当

の裏方活動であったと言っても過言ではない。

少々オーバーな言い方をすれば、現在、商業教

頭会は歴史の大きな転換期を迎えているのであ

るから、今後は定例会も短時間で大きな成果を

あげられるよう、より効率的に運営しなければ

ならないと思っている。

今年度は１１月５曰に－都七県の関東地区商業

関係高等学校教頭研究協議会（関東ブロック大

会）が「２１世紀に活躍できる人材の育成を目指

して￣いま商業高校は何をすべきか－」をテー

マに全国商業高等学校協会・全商会館において

開催された。これは、関東地区の－都七県が輪

番で開催県を担当し、各都県の教頭代表が商業

教育に関する研究発表をする、４９年の歴史をも

つ研究協議会である。例年は１泊２日で開催さ

れていたが、本年度は東京が開催県ということ

で、交通の利便性や服務の問題等から１日のみ

の開催という形式をとった。１日のみの開催と

は言え、東京の商業教頭会の綿密な事前打ち合

わせ及び献身的な働きにより、内容は例年に勝

るとも劣らないものとなり、成功裏に終えるこ

とができた。

また、11月１４日と１５日には全国10ブロックの

熾烈な予選を勝ち抜いた代表生徒による全国高

等学校生徒商業研究発表大会（生徒商研）が

工業校長会との交歓会を開催

１２月２６曰（水）学務部と工業高校の校長・教

頭との意見交換会が行われた。その後、午後６

時から、都庁第一庁舎32階の職員食堂で校長、

教頭交歓会を行った。現在、三者懇の廃止によ

り、校長、教頭が一堂に会することもなくなり、

他校の校長、教頭の顔も判然としない事態が生

じている。

都立工業高校の活性化を図ろため、全体で力

を合わせていこうという趣旨で行われたが、参

加者が多く好評であった。

工業科常任幹事相川英昭（港工）記
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第４回定例会赤坂高校

平成13年７月１３日（金）１０:３０～

１．都教委・総合技術教育センター

２．新教育課程の方向性

３．学校外の学修の単位認定

東京の駒澤大学記念講堂で開催され、全国から

21団体の生徒が商業に関する研究発表を行った。

この会の準備から運営に関しても商業教頭会の

献身的な努力があったことは言うまでもない。

大会運営そのものに関わる仕事のみでなく、

1700人を越える都立商業高校の参観生徒の割り

振り作業等、裏方を担当する教頭達は正に鬼気

迫る意気込みで職務を遂行し、大会を立派に成

功させた。

以上、今年度の商業教頭会は定例会の開催方

法の変更や、８年や10年に１回の関東及び全国

レベルの催し物を担当し、例年以上に実力を発

揮した－年であった。天が商業教頭会に試練を

与え、その試練を見事にクリアできた一年であ

ったと思っている。唯一の無念は、本年１月に

第四商業の大倉教頭が若くして永遠の旅立ちを

されたことである。私事ながら大倉教頭とは元

同僚、年齢も教頭経験も全く同じ、正に戦友と

も言うべき友を失い、残念至極である。心より

ご冥福をお祈りしたい。

第５回定例会市ヶ谷商業

平成13年９月１１日（火）１０:30～

１．都教委・総合技術教育センター

２．「課題研究」と「総合的な学習の時間」

教科「情報」と「情報処理」

第６回定例会芝商業

平成13年10月１６日（火）１０:00～

1．都教委・総合技術教育センター

２．生徒商研最終打ち合わせ

３．関東ブロック大会最終打ち合わせ

４．商高連（運動部）大会引率出張

第７回定例会芝商業

平成13年12月１１日（火）１０:30～

1．都教委・総合技術教育センター

２．生徒商研・関東ブロック大会総括

３．都教頭会会則見直し

４．都教頭会・全国教頭会役員推薦

５．卒業単位・体験入学情報交換

【平成13年度商業教頭会活動内容】

第１回定例会赤坂高校

平成13年４月２７日（金）１０:30～

１．都教委高田憲一指導主事

総合技術教育センター高橋雅信指導主事

２．着任紹介・商業教頭会役割分担

３．関東ブロック大会・生徒商研役割分担

第８回定例会赤坂高校

平成14年１月２２日（火）１０:30～

１．都教委・総合技術教育センター

２．都教頭会役員推薦・商業教頭会幹事推薦

３．就職決定状況情報交換第２回定例会市ヶ谷商業

平成13年５月１４日（月）１０:３０～

1．都教委・総合技術教育センター

２．関東ブロック大会統一テーマ検討

３．生徒商研役割分担再確認

第９回定例会市ヶ谷商業

平成13年２月１８日（月）１０:30～

１．都教委・総合技術教育センター

２．新教育課程編成進捗状況

第３回定例会芝商業

平成13年６月１２日（火）10:３０～

１．都教委・総合技術教育センター

２．関ブロック大会統一テーマ決定

３．９月教頭会総会

４．７月全国教頭研究協議会

第10回定例会芝商業

平成13年３月１８日（月）10:30～

1．都教委・総合技術教育センター

２．平成13年度活動総括

３．平成14年度活動計画

商業科常任幹事森田聖一（赤坂）記
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4．農業高校教頭会 議論を展開した。

④全国高校農場協会関東支部大会の開催支援

８月２０，２１の両日、立川市のホテルを会場と

して、東京都農業科高校が担当して第50回大会

を開催した。農業教育に携わる教員の研究発表

を中心に１都８県の教職員・指導主事による研

究協議が実施された。教頭会としては運営にあ

たる教職員への指導を主として、農業教育の改

善に向けての議論を継続した。

⑤農場主任会議の指導

一時途絶えていた各高校の農場主任会議を、

平成12年度より定例化し、今年もその協議の指

導にあたった。新教育課程の編成に向けての協

議を中心に、各高校の実質的な連携を深めるこ

とを目指した。その協議を通じて、平成10年度

から各高校が参加している「アグリフェスタ

（東京農業際）11月２，３日」への取り組みに

ついて、生徒の参加が実施し、東京の農業科高

校の存在をアピールできた。また、１１月１８日の

「都立高校合同説明会」への各高校の協力した

取り組みも実現できた。

新教育課程の編成進度には各高校に相違があ

り、お互いに刺激し合う場ともなった。特に、

「総合的な学習」と「課題研究」、「情報」と

「農業情報処理」との各関連、学校５曰制に向

けての取り組み等について指導した。

⑥都農業高等学校教育研究協議会の活動支援

年間に専門部会、普通科部会、事務部会の研

修活動を実施し、年度末には総会・研究発表を

実施している。教頭会として各研修会の指導に

あたった。

⑦関東甲静地区農業関係高校教頭会での協議

文部科学省教科調査官による「総合的な学習

の時間」編成についての御教示があり、また、

関東地区の各農業科高校の研究発表を通じて、

特色ある取り組みについて得るところ大であっ

た。参加教頭は、校内での検討資料として提示

し、早速教員の派遣による研修を実現した学校

もあった。

平成13年度の本教頭会は、毎月１回の教頭連

絡会の当日の午前、都立農業高等学校を会場に

して開催した。例年と大きく異なるのは、全日

制・定時制の両教頭が出席したことである。

毎回限られた時間の中で、都教委及び都総合

技術教育センターの指導・連絡、及び研究協議

と情報交換が繰り返された。本年度は都立三宅

高校が秋川の地に仮住居ということもあり、幅

広い議論が展開された。１年を振り返れば、次

のような協議であった。以下、主とした取り組

みを列挙する。

①開かれた学校づくりへの取り組み

農業科高校は、公開講座「ことぶき教室」を

各校で長年実施しており、また、都庁花壇の植

栽を分担するなど、各校協力しての取り組みを

継続してきた。農業教育の意義を広く都民にア

ピールするためには、各校の教育活動を公開し、

生徒の育成に向けての具体的な取り組みに理解

を得ることが不可欠である。各校の特色を生か

しての地域との連携活動を組織的かつ継続的に

実施していくために、教頭としてどのような指

導力を発揮していくのか、単なる情報交換に止

まらない互いの実践例に基づく議論であったと

思う。

各校は市区町村地域活動との連携を深めてい

る。今後その実践を、協力したり取り組みに発

展させる必要がある。

②都立三宅高校への支援

春の都庁花壇の植栽に都立三宅高校からの参

加の意向が示され、本教頭会として全面的に支

援することとなった。結果としては全校からの

支援とはいえなかったが、都庁花壇に三宅の生

徒の活動が見られたことは幸いであった。

③関東地区農業クラブ連盟大会の開催支援

８月２３，２４の両日、府中の森芸術劇場を中心

会場に、第５２回大会を東京都農業科高校の生徒

・教職員が担当して開催した。関東ｌ都８県の

農業科高校の生徒による、プロジェクト発表や

意見発表、都立農芸高等学校を会場にした情報

処理競技が実施された。大会式典においては農

業を学ぶ各高校の生徒たちの生き生きとした姿

がみられた。教頭会として、校長会の指導のも

とに、各高校の組織的な運営を支援し、綿密な

以上、主な取り組みを挙げたが、無論、課題

も多い。東京都における農業教育の発展を図ろ

という観点から、以下の点を挙げたい。

①各高校の取り組みの協力

都内の農業科高校は、各地域に点在しており
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地域との密着度は多様である。しかし、生徒の

育成を図る上で、学習活動の場を広げる試みを

協力して促進する必要がある。現在、各高校で

進めている次のような取り組みをより推進する

よう主導しなければならない。そのためには以

下の点が挙げられると考える。

・学校運営連絡協議会の各学校評価の集約

各高校に対する評価はさまざまとしても、農

業教育に何が期待されているのかを的確に把握

する必要がある。よりよい食と都市環境の創造

に対して、農業科高校の教育活動が貢献し得る

ことを具体的な方策として示さねばならない。

教頭会として、教育課程の改善・教育方法の

工夫を推進するために、都民・地域の肉声を集

約し、各校の取り組みに供する必要がある。

・インターンシップの拡大

環境系学科（造園科・緑地計画科等）や食品

系学科においては、すでに各企業との連携が進

んでいるが、学校によっては園芸系学科におい

て低調である。企業の開拓を各高校が協力して

推進し、生徒の進路実現を図りたい。

・地域との連携活動の協力推進

各校において、公開講座・福祉施設・小中学

校との連携等が実施されている。その成果と問

題点の検証を各高校単位にとどまらず、類似し

た取り組みにおいて徹底する必要がある。その

上で、より効果的な協力した方策を提示しなけ

ればならない。

②各校主任層の連携推進

農場主任会議は定例化したが、今後は教務主

任、生活指導主任、進路指導主任等の連携の場

を設定する余地がある。無論、学校課題の解決

には農業科高校のみの連携に止まらないが、専

門教育の改善のために曰常的な連携を主導した

い。

以上の諸点を実現するには、何よりも教頭が

活力を持たねばならない。本年度も、各教頭は

各校の課題を抱えつつ毎回の農業科教頭会に参

加していた。以前に比して教頭同士の肉声が多

少乏しいとも思われる。しかし、お定まりのス

ケジュールを消化するのみでは、本会の意義は

乏しい。農業教育の振興発展という志をもって

取り組みたい。

幸君１１t、｜寵

簔雲〉lｆ

些二蝿Nｉ

農業科常任幹事吉兼元幸（園芸）記
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a研究部 会 報 告

１．管理運営研究部会

平成13年度の管理運営研究部会は、第一委員

会を安藤九二男教頭（松が谷）、第二委員会を

大倉範幸教頭（第四商業）に委員長をお願いし

てスタートした。

公立学校に対する都民の信頼を回復するため、

学校改革・教育改革の施策が矢継ぎ早に打ち出

されている。一方、職員団体は、それに拮抗す

る形で東京都教育委員会への反対運動を続けて

いる。その軋蝶の中で必死に改革へ取り組んで

いるのが、管理職の状況である。例えば、人事

考課に関わる様々な対応である。自己申告書の

指導や面接、授業観察、業務評価等々。また、

管理運営規定に則った組織の確立、日常的に発

生する事件・事故・苦情への対処、さらには、

週五日制への取り組み、総合的学習や教科「情

報」のカリキュラム編成とその内容の検討、特

色ある学校づくりの推進、また、本格実施され

た学校運営連絡協議会の具体的な運営等もある。

事細かに書き出せば際限がないほど、教頭とし

て扱う事柄は多様であり多岐に亘っている。

学校により差違はあるとはいえ、学校経営に

おける実務者としての教頭の職務内容には、ど

の学校においても共通する課題と責任がある。

教頭研究部会の意義がここにある。課題解決の

ための多くの情報・観点・意見が共通のものと

して必要とされるのである。

今年度から、教頭研究部会への参加が出張と

して認められなくなった。そのため教頭が学校

を離れることは従来より一層難しくなった。そ

の結果、研究部会の運営を担う委員長の苦労が

さらに増すことになった。このような状況の中

で、第一委員会では、この解決を図るための新

たな手段を講じた。第二委員会では、今年度の

全国大会発展のために、委員会の総力を挙げて

取り組んだ。関わらざるを得ない者の苦労を、

すべての教頭が認識するべきと強く思うところ

である。

さて、始めに第一委員会であるが、全国大会

のテーマを「教頭の職務一情報管理と人事考課

について…」と置き、事案決定及び新たに導入

された人事考課制度について、アンケートを地

道に実施しながら、分析と研究を進めてきた。

全国大会は平成13年７月２５日及び２６日の両日、

長崎で行われた。針馬利行教頭（練馬）が発表

された。詳しくは『第40回全国高等学校教頭会

総会・研究協議大会集録（Nq38）』を参照して

ほしいが、パソコンを持ち込んでの説明であっ

た。時間の関係から、人事考課制度に説明を絞

らざるを得なかったが、新しい制度は参加者の

関心を惹き、熱心な質問を受けた。

第一委員会は、先に触れたように「教頭会活

性化」のために、安藤九二男委員長が新たな体

制づくりに取り組んだ。ＦＡＸを活用しての情

報の共有化である。参加者が少ない状況でも、

多くの情報を集めようという積極策である。き

め細かい配慮に基づいた熱い思いを、第一委員

会の文中から汲み取ってほしい。

今年度の都立高等学校教頭研究協議会は、平

成13年９月７日（金）の午後1時15分から東京

都教職員研修センターで実施された。第一委員

会は、開かれた学校づくりを基本テーマに「学

校運営連絡協議会について」と題して提案・説

明が行われた（提案者は狛江の伊藤清教頭）。

本格実施に向けての観点と課題を整理したもの

である。第二委員会は、全国大会と同一テーマ

であるが、『研究集録第28号』は、全国大会の

集録に比し、より詳細にデータが集録されてい

る。両発表とも、大いに参考となる資料である。

ぜひ活用してほしい。

末尾であるが、今年（平成14年）１月に第二

委員会委員長・大倉範幸教頭が急逝された。突

然の計報に心の動揺を抑えることができなかっ

た。大倉先生の生前の姿が脳裏に浮かび、こと

ばに尽くせぬ寂しさに満たされる。痛恨の極み

としか言いようがない。ご家族の寂しさ、悔し

さ、空しさはいかばかりであろう。お悔やみを

申しあげるとともに、先生のご冥福を心からお

祈りする。

部長平山順一（調布南）記
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第１委員会（学校管理関係） 今年度重視したのは、本委員会の全所属委員

40名に対する情報の共有化（周知）である。こ

れは、ＦＡＸのマルチ送信を用いれば、簡単に

できることであり、返信（回答）もＦＡＸでも

らえば手っ取り早いし、確実である。

1回目の全所属委員へのＦＡＸは、６月５曰

に送付した。内容は「管理研第１委員会（第一

回）」のお知らせと研究体制の確立についての

提案である。

２回目は、７月５日に送付した。第一回委員

会の報告、「研究班会議①（７／24）」のお知

らせおよび本年度用アンケートの作間（1人10

問を目安）の呼びかけがその内容である。この

ときの返信は、締切日の７月２３曰までに13名か

ら届いた。その内容は、アンケート案を検討す

る上で十分な量であった。これにより、委員会

には出席していなくとも、研究活動に参加・協

力する人員の幅が大きく拡がった。本年度目指

した体制が早々につくれたと評価している。

このようにして、「学校運営一企画調整会議

と主任一」を主題とした本年度のアンケートの

作成は1順調にスタートしたのである。

【研究班による研究の推進】

〈研究班会議①〉

７月２４日（火）午後３時狛江高校

参加者は６名（高橋：府中工高、北林、浦部、

伊藤、閏間、安藤）であったが、前日までにＦ

ＡＸで送られてきた１３人からの「案」があるの

で、会議は充実したものとなった。

その検討結果をまとめた「アンケート（第１

検討資料）」をこのときの６名にＦＡＸ送付し、

点検・修正を加え、「アンケート（第２次検討

資料）」を作成した。これを次の「研究班会議

②（８／22）」のお知らせと共に、全委員へ３

回目のＦＡＸとして送付した。

このＦＡＸに対する返信は16名からあった。

本委員会の構成委員40名の1/４に相当する人数

である。

【参加者が少なくても、研究は進む】

〈研究班会議②＞

８月２２日（火）午後３時狛江高校

この曰は、台風11号の通過により日中は暴風

雨であった。そのためか、参加者は４名（北林、

伊藤、閏間、安藤）と、今年度の最低を記録し

た。しかし、１６名からのＦＡＸが大きな力づけ

【研究班を中心とした研究体制づくり】

昨年度、山口正光都教頭会会長から提示のあ

った「教頭会活性化のために」を受け、今年度

は新たな研究体制を提案し、活動に取り組むこ

とにした。すなわち、限られた人によるもので

なく、誰もが参加・協力できる研究体制を提案

したのである。具体的には、情報の共有化を重

視し、加重にならない役割分担を図り、適切な

活動を維持させることである。

平成14年度は全国教頭会（富山県）の発表も

ある。本年度は、そのためにも充実した活動を

進めたいとの思いからである。

〈管理研合同委員会〉

４月２３日（月）午後３時都立荻窪高校で管

理研第１・第２委員会の合同開催により今年度

の活動をスタートさせた。

〈準備会〉

５月２９日（火）午後４時狛江高校

委員長（安藤：松が谷高）、副委員長（閏間

：世田谷工高）および本年度の都教頭会研究協

議会での発表予定者（伊藤：狛江高）の３名で

集まり、第１回委員会の開催準備として、主に

つぎの２項目を相談した。

①教頭経験年数別による役割分担をつくり、

「研究班（教頭歴１～３年目の全員、正副委員

長および４年目以上の有志）」による研究活動

の推進と、全所属委員が支援・協力する体制づ

くり。

②本年度の活動内容および活動日程（案）。

〈第１回委員会＞

６月２８日（木）午後２時半神楽坂エミール

参加者は６名（北林：砧工高、田中：板橋高、

浦部：東大和高、伊藤、閏間、安藤）であった。

上記の①②を承認すると共に、全国教頭会で

発表する研究主題を「学校運営一企画調整会議

と主任一」（仮題）と決定した。

【ＦＡＸによる情報の共有化】

第１回委員会の参加は、６人と少数であった。

その後の委員会・研究班においても参加者は５

名前後で、昨年までと大差のない状況であった.

ただ昨年度までであれば、集まった者だけで細

々と活動を続けたが、今年度は、本文の冒頭で

述べたとおり、違うのである。
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となり、またまた充実した会合となった。

かくして出来上がった「アンケート（第３次

検討資料）」を再びこの４名にＦＡＸ送付し、

点検・修正して「アンケート（第４次検討資

料）」とした。これを経過報告と共に、全委員

へ４回目のＦＡＸとして送付した。これに対す

る返信は、16名から届いた。（送信者の顔ぶれ

は、前回と５人ほど入れ替えがあった。）

〈第２回委員会〉

９月２５日（火）午後３時狛江高校

この曰の参加者も５名（浦部、高橋、伊藤、

閏間、安藤）と少なかったが、返信のＦＡＸが

心強く、「アンケート」は順調に完成した。

【アンケートの実施と集計】

10月11曰（木）の総務部会で学区常任幹事に

「アンケート」を預けた。それを、10月１６日

（火）の教頭連絡会で本委員会の「連絡委員」

に渡してもらい、「連絡委員」から各学区の教

頭（副校長）に配布するよう依頼した。

回収は12月の教頭連絡会で行ったが、今年度

は、「連絡委員」の先生方に各学区分の集計も

お願いした。理由は、集計作業の分担化が主で

あるが、併せて、集計作業を通して「連絡委員」

が感じたことを発表原稿の作成の際に生かして

もらいたいからである。

１月１０曰締切りで、165回答（回収率79.3％）

が集まり、集計された。グラフ表示、分析、発

表原稿作成と、本委員会の活動は、いよいよ佳

境に入っていく。

【教頭研究協議会（９月７日）】

今年度の研究と平行して、秋の教頭研究協議

会の発表準備も例年通り行ってきた。研究発表

のテーマは「開かれた学校づくり－学校運営連

絡協議会の運営について－」である。提案者は

伊藤（狛江高）、司会は山中（羽田総合高）・

山野井（小川高）、記録は北林（砧工高）・星

野（白鴎高）が担当した。当曰の本委員会から

の出席者は27名（出席率67.5％）と芳しくなく、

残念である。この研究協議会が、「出張」から

「職免」になったものの、我々が創り出す年１

回の研究協議会であるのだから、我々の手で盛

り上げていかなければ、誰がやるというのだろ

うか。

来年度は、せめて本年度を上回る参加をお願

いしたい。

委員長安藤九二男（松が谷高）記

第２委員会（職務・待遇関係）

第１回管理運営部合同委員会

平成13年４月２３日（月）

都立荻窪高等学校・会議室

1．平成13年度役員選出

研究部長平山順一（調布南）

第１委員会委員長安藤九二男（松が谷）

第２委員会委員長大倉範幸（第四商業）

２．確認事項

全国大会の発表第２委員会が担当

発表者針馬利幸（練馬）

テーマ「情報管理及び人事考課について」

管理運営研究部第２委員会は発足以来教頭の

待遇改善・職務の在り方について研究を行って

いる。全国大会では、「情報の管理及び人事考

課の導入について」の調査と分析が研究の主題

である。平成12年度に全日制都立高校207校の

教頭にアンケート調査を実施し、集計後に分析

と考察を行った。「人事考課」のアンケートの

最終集計が３月末に終了し、分析と考察の後に

研究のまとめについて慎重に協議を行った。

５月の研究協議会までに発表原稿の内容につ

いて骨子をまとめその結果をファックスでのや

りとりで作成していくことを確認した。

月例の研究協議会の出席扱いが、今年度より

職免になったことについての月例会の対応を検

討した。

第２回研究協議会

平成13年５月１日（火）

都立荻窪高等学校・会議室

主に人事考課について分析と考察を行った。

第３回研究協議会

平成13年６月７日（木）

都立荻窪高等学校・会議室

全国大会の発表原稿の紹介

全国大会の発表内容の協議

第４回研究協議会

平成13年６月２８曰（木）

都立国際高等学校・会議室

・平成14年度の研究の進め方について

・研究テーマの検討

平成13年度都教頭会研究発表の取り組み

役割分担

発表者針馬利幸（練馬）
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2．高校教育研究部会会場責任者大倉範幸（第四商業）

大矢保雄（狛江）

司会岩崎充益（荻窪） 平成13年度の本研究部会では、昨年度に引き

続き第一委員会、第二委員会の合同委員会形式

で開催した。

地理的に好都合の会場の確保が困難であるこ

と、研究部会への参加が出張から職免となった

こと、種々の課題が山積し、学校から出ること

が難しくなってきたこと、研究部員そのものの

活動への関心と意欲の希薄化等々により、参加

者が激減している状況の打破を図ろための方策

である。

結果として、第一委員会の教育課程、第二委

員会の教育対策という研究課題も相互に関連す

るという発想から、出席者全員で、両者の課題

を考察するというシステムが定着した。

さらに、研究課題を全研究部員の共通のもの

とし、研究部会に対する意識を一層高めていた

だくために、本年度より、学区連絡係にアンケ

ート調査の各学区の集計を依頼し、その結果か

ら浮き彫りにされる課題を各委員長に集約する

という方式をとった。

また、９月から、教頭連絡会終了後、連絡係

の呼びかけで、各学区のミニ研究部会を開催し、

本年度の研究テーマから来年度のテーマに引き

継ぐ課題や新たな研究テーマ等を、短時間なが

ら検討することにした。この方式は、学区によ

りうまく機能したところ、そうでないところ等

があるが、各部員の参加意識を高めるうえで有

効と思われる。

以上の新方式導入は、各連絡係の協力を得て

おおむね好結果であった。来年度以降も継続す

ることが大切と考える。

さて、本年度、第一委員会では「学校週５曰

制並びに学習指導要領の実施に向けた教育課程

編成上の対応について」研究した。中でも新た

に設定される「総合的な学習の時間」「情報」

について各校の検討状況や導入にあたっての問

題点を浮き彫りにした研究は有意義であった。

第二委員会は、学校外における学修の単位認

定について取り組んだ。特に、高校大学連携、

インターンシップの取組みに対する研究は、全

国大会での発表でも高い関心を得た物である。

インターンシップについては、葛飾区ではネ

ットワーク化というユニークな取組みもあり、

記録古山光久（大泉北）

竿田豊（向島商）

全国高等学校教頭会研究協議会

平成13年７月２５曰（水）～７月２７日（金）

・事案決定について

・人事考課について

全国に先駆けて東京都の実施について各道

府県より大変注目を浴びた。

第５回都教頭会研究協議会

平成13年９月７日（金）

東京都教職員研修センター

全国大会と同一テーマで発表した。

第６回研究協議会平成13年10月２２日（月）

都立国際高等学校・会議室

平成14年度の研究の取り組み

研究テーマに基づく項目の設定

第７回研究協議会平成13年11月２９日（木）

都立国際高等学校・会議室

平成14年度研究のｱﾝｹｰﾄ調査用紙素案作成

第８回研究協議会平成13年12月１４日（金）

都立国際高等学校・会議室

平成14年度研究アンケート用紙の作成

研究の進め方

役割分担の明確化

第９回研究協議会平成14年２月８日（金）

都立国際高等学校・会議室

平成14年度研究の推進

アンケート用紙の配布と回収についての方法

と役割分担

今後の研究の進め方

第10回研究協議会平成14年３月１日（金）

アンケート用紙の集計

今後の研究の進め方

本年度は研究会の出席が職免扱いになったた

め研究推進のための情報交換は勤務が終わって

から校外で個人的に実施せざるを得なかった。

・委員長大倉範幸先生は平成14年１月１５日に逝

去されました。慎んで哀悼の意を表します。

大矢保雄（狛江）が代って記ました。
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第１委員会（教育課程関係）来年度も引き続き研究課題としていく方針であ

る。

少人数ながら各自の役割を心得、毎回熱心に

研究協議を重ねてきた研究部員に対し頭の下が

る思いである。

研究に携わることが困難な状況ではある。だ

からこそ、その中で－つの成果を出すことは意

味のあることであり、研究部会の存在意義があ

ると考える。

最後に、研究を推進されてきた先生方、ご理

解とご支援をいただいた校長先生方、事務局の

先生方に深く感謝致します。

来年度も、従来の研究を発展的に継承し、さ

らに充実することを祈念して結びとしたい。

第１回委員会

平成13年４月２３曰（月）明正高校

研究協議に先立って、第１、第２委員会合同

で平成13年度の高等学校教育研究部長として明

正高校の村井信彦を選出した。さらに、委員長

には武蔵村山東高校の初見豊を選出した。

この後、各委員会に分かれて協議した。新し

い委員を迎えての委員会であるので、自己紹介

の後、委員長から昨年度までの研究経過と、９

月の教頭研究協議会での発表に向けた準備状況

を報告した。

前年度末に実施したアンケートの結果を分析

し、次回までに原稿の素案を分担執筆して持参

することとした。

第２回委員会

平成13年５月１０曰（木）明正高校

教頭研究協議会での発表者を、牛込商業高校

の福嶋順一と決定した。

教頭研究協議会原稿の読み合わせを行い、内

容について検討を行った。原稿の締切が迫って

いるので、各委員が分担部分を推敲し、ファッ

クスで委員長まで連絡することを確認した。

第３回委員会

平成13年６月１曰（金）富士高校

作成した原稿の読み合わせを行い、さらに変

更すべきと思われる部分を検討した。

また文章の推敲を行い、内容についてさらに

協議した。

第４回委員会

平成13年６月３０日（木）明正高校

前回までに作成した原稿を元に、福嶋が作成

してきた教頭研究協議会発表用原稿の読み合わ

せを行った。

発表内容と表現について、各委員の意見を出

し合い、より分かりやすい発表原稿に仕上げた。

発表時の機器の使用等についても検討した。

：したい。

(明正）記部長村井信彦

リ

墨

ｌｕＩＩ
第40回全国高等学校教頭会研究協議大会

平成13年７月２６日・２７日の両日、長崎県長崎

市で行われた。

全国大会の発表は、第１委員会と第２委員会

が隔年で実施しており、今年度は第２委員会が

行った。２７日の発表であったため、２６日の大会
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次回はアンケートの内容を検討することを申し

合わせ、各委員が質問項目を考えて持ち寄るこ

ととした。

第８回委員会

平成14年１月１５日（火）向丘高校

アンケートの原案を元に、その内容を検討し

ながらさらに研究の内容を協議した。今回の協

議に基づいて、アンケート案をさらに修正し、

次回の委員会で完成させることになった。

アンケートは、２月の各学区の教頭連絡会で

学区の連絡係を通じて回答を依頼し、２月中に

回収を行う計画を立てた。その後は、各学区で

集計して３月の委員会で全体の集計、検討を行

う予定である。

日程終了後に第１・第２委員会合同で発表リハ

ーサルを行った。

平成13年度都立高等学校教頭会研究協議会

平成13年９月７日（金）東京都職員研修セン

ターで行われた。

牛込商業高校の福嶋順一が提案者として「学

校週５曰制並びに新学習指導要領実施に向けた

教育課程上の対応について」の主題で発表した。

特に、各学校での「総合的な学習の時間」へ

の取り組みについて関心が示された。前都立江

北高等学校長の荒井正賢先生に、助言者として

ご指導をいただいた。

第５回委員会

平成13年10月４曰（木）明正高校

９月に行なわれた教頭研究協議会での、指導、

助言を踏まえ、発表の反省を行った。

次に、来年度の研究課題について、意見交換

を行った。１３年度の研究課題であった「学校週

５日制並びに新学習指導要領の実施に向けた教

育課程編成上の対応について」を継続し、各学

校での対応が明らかとなる平成14年度に向けて

テーマを絞った調査を行い、また実践例を収集

して研究を深める方向で検討することを決めた。

各学区で開催される１０月の教頭連絡会の後で、

各学区の連絡係を中心に話し合いの時間をとり、

委員より１４年度のテーマについて意見聴取を行

い、次回の研究部会で検討することを確認した。

第６回委員会

平成13年11月１日（木）明正高校

平成14年度の役員人事、並びに研究課題を検

討した。

各学区ごとの研究課題の検討については、教

頭連絡会の後に十分な協議時間がとれなかった

ためか、意見が十分に集まらなかった。もう一

度、広く意見を聴取すると共に委員会への出席

者を増やす努力を申し合わせた。

第７回委員会

平成13年12月７日（金）向丘高校

第２委員会と合同で、１４年度の発表に向けた

研究内容の方針について意見を交換した。

前年度の研究では未定の部分が多かった平成

15年度より実施される新教育課程への取り組み

状況を再調査すると共に、教育課程編成にあた

って各学校がどのように特色化に向けた工夫を

しているかについて、研究を深めることとした。

委員長初見豊（武蔵村山東）記
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第２委員会（教育対策関係） 第３回委員会

平成12年６月1日（金）富士高校

全国大会資料集用原稿を読み合わせ、手直し

を行った。「インターンシップ」については、

葛飾区の都立高校６校が、共同して取り組んで

いる事例が報告され、発表の際に取り入れるこ

とにした。全国大会での発表原稿を宮田が作成

し、次回の委員会で協議することにした。

第４回委員会

平成13年６月２８日（木）明正高校

全国大会発表原稿を読み合わせ、手直しを行

った。教員時代の体験談の中に、「インターン

シップ」の取り組みの必要性を強く訴えるもの

があり、発表の中に入れることになった。

第40回全国高等学校教頭会研究協議大会

平成13年７月２６日・２７日の両日、長崎県長崎

市プリックホールで開催された。

前日２５日の午後から、発表についての最終的

な打ち合わせを行った。「高校大学連携」につ

いての質問は、実施している飛鳥高校の小林が

直接答えることにした。２６日夜、第１、２委員

会合同で発表リハーサルを行った。

２６日１６：００より、「学校外における学修の単

位認定」について江戸川高校の宮田茂が発表し、

大内克紀氏（文部科学省）、ならびに中野靖則

氏（長崎県立諌早高等学校長）より指導・助言

をいただいた。

平成13年度都立高等学校教頭会研究iii議会

平成13年９月７日（金）東京都教職員研修セ

ンターで行われた。

全国大会に引き続いて、江戸川高校の宮田茂

提案者として「学校外における学修の単位認定」

について発表し、前北多摩高等学校長石井明氏

に指導・助言をいただいた。

第５回委員会

平成13年10月４曰（木）明正高校

９月７日に行われた教頭会研究協議会での指

導・助言を踏まえて研究発表の反省を行った。

その結果、来年度の研究課題は、「学校外の

学修」を継続したテーマとし、特に「高校大学

連携」インターンシップ」「ボランティア活動」

といった、学校外の機関と連携した教育活動を

重点的に調査・研究するといった意見が出され

た。

また、今後の委員会のあり方について話し合

第１回委員会

平成13年４月２３日（月）明正高校

第１、第２委員会合同で部会を開く。最初に、

今年度の高等学校教育研究部長として、村井信

彦明正高校教頭を選出した。さらに、第１委員

会委員長に武蔵村山東高校の初見豊を、第２委

員会委員長に江戸川高校の宮田茂を選出した。

その後、各委員会に分かれて協議した。自己

紹介の後、前年度委員長の村井信彦より、これ

までの研究についての経過報告及びアンケート

の集計結果と分析について報告があった。

今年度の全国大会の発表は、本委員会が担当

し、発表者は江戸川高校の宮田茂が行うことを

確認した。また、アンケートの分析をもとに、

村井、宮田、小林淑訓（飛鳥高校）の３人で、

発表原稿を書くことになった。

今年度より、教頭会研究部会等の活動が、職

免扱いとなり、昨年度以上に出席者が期待でき

ないのではないかということが話題となり、委

員会のあり方についての意見交換をした。本曰

の出席者は上記３名である。

第２回委員会

平成13年５月10日（木）明正高校

全国大会の発表を中心に協議した。資料集へ

の掲載原稿が、締め切りに間に合わないので、

研究部長が事務局に連絡することになった。

「学校外の学修」の事例研究については、

「高校大学連携」（担当、小林）「インターン

シップ」(担当、宮田）を取り上げることにした。

原稿については、小林、宮田で分担して原案

を書き、ＦＡＸ等でやりとりをして、その後村

井を交えてまとめることにした。

＊原稿のまとめについての協議

平成13年５月２９日（火）１９：00より

村井、小林、宮田の３人が集まり、これまで

に、個人でまとめてきた原稿を持ち寄り、最終

原稿を作成するための協議を行った。

それぞれの分担については、大筋予定通りに

まとめることで合意した。原稿がだいぶ遅れて

いるので、本曰中にそれぞれの分担をまとめ、

明曰、村井のもとにＴＡＩＭＳで送付し、村井

がまとめて、教頭会事務局に提出することにな

った。
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われ、各学区の教頭連絡会の後に、第２委員会

のメンバーでの話し合いを行い、その結果を連

絡係から次回の研究部会に報告してもらうなど、

委員会の活性化に向けた意見が出された。さし

あたって、来年度の研究課題について上記の方

法をとることにした。

第６回委員会

平成13年11月1日（水）明正高校

第１委員会と合同で、来年度の役員人事及び

研究課題について協議した。

各学区ごとの研究課題の検討結果については、

６学区より葛飾区の高校が共同で進めている

「インターンシップ」について報告があったが、

それ以外の報告はなかった。再度、各学区から

広く意見を聴取するとともに、委員会への出席

を促すよう努めることにした。

第７回委員会

平成13年12月７日（金）向丘高校

第１委員会と合同で、来年度の研究内容の方

向性について意見を交換した。

平成15年からスタートする新学習指導要領に

基づいた取り組みの中で、「学校外の学修」を

学校に定着させることは重要な課題であり、と

りわけ「インターンシップ」等、学校外の機関

との連携をもとにした体験的学習は重要である

ということで一致した。

次回はアンケートの内容を検討することを申

し合わせ、各委員が質問項目を考えて持ち寄る

ことにした。

第８回委員会

平成13年１月１５曰（火）向丘高校

アンケート原案をもとに、その内容を検討し

ながら研究内容について協議した。

その結果、「高校大学連携」「インターンシ

ップ」「ボランティア活動」に絞ったアンケー

トを実施することとなり、アンケート案をさら

に修正し、次回の委員会で完成させることとな

った。

また、アンケートは２月の教頭連絡会で、学

区の連絡係を通じて回答を依頼し、２月中に回

収を行うことにした。その後、各学区連絡係が

集計し、３月の委員会で全体を集計し、検討を

行うこととした。

3．生徒指導研究部会

少子化・高齢化・情報化・国際化など様々な

変化が進行する中で、生徒の能力・興味・関心

・進路希望等は多様化し、登校拒否や中途退学

・原級留置の問題が増加するなど学校が直面す

る生徒指導上の課題は極めて多い。

こうした状況の中で、伸び伸びと学ぶことが

できる環境を整え生徒にとって魅力ある学校づ

くりを進めるには、生徒の指導に直接係わる教

師一人ひとりが生徒指導の重要性を認識し、地

域や保護者との連携を深めながら、生徒や学校

の実態に則した弾力的で柔軟な指導形態を導入

することが必要である。ここに教頭としてのリ

ーダーシップが求められている。

今年度の生徒指導研究部会は、２１世紀の高校

教育の創造をテーマに「高校教育の改革推進計

画」を踏まえ、魅力ある都立高校の実現を目指

してより実践的な研究協議を重ねた。

第１委員会（生徒指導・進路指導について：

委員長梶野茂男・桜町高）は、カウンセリング

・マインドを研究テーマにその実態を考察し、

カウンセラー派遣校の様子や教員の意識の変化、

カウンセリング・マインドの定着状況など調査

した。その成果は、今年９月の東京都立高等学

校教頭会研究協議会第５分科会で「カウンセラ

ー派遺校に於ける教員の意識の変化」をテーマ

に掲げ発表された。

９月以降は、カウンセラー派遣校に於けるカ

ウンセラーの経験や資質の問題、派遣前と派遣

後のカウンセリング・マインドの定着状況など

をさらに細かく考察するため、研究部会にカウ

ンセラーを講師として招き熱心な討議を繰り返

している。

一方、第２委員会（教科以外の教育活動につ

いて：委員長大山憲昭・八王子工業）は、今年

の第40回全国高等学校教頭会研究協議大会（長

崎大会）で全国発表を行った。第２委員会では、

生徒の多様化に伴い、各学校で直面している様

々な生活指導の実態とそれに係わる教頭のあり

方を考えようと、地域・保護者との連携を深め

た生徒指導の体制と実態について研究協議を重

ねてきた。

全国大会では、ホームルーム指導とそれに関

わる保護者の対応に焦点を当て、「実態調査か

委員長宮田茂（江戸川）記
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第１委員会（生活指導関係）ら見たホームルーム運営と保護者の関わり」を

テーマにアンケート調査の集計結果をもとに考

察した研究成果を発表した。

また、９月の東京都立高等学校教頭会研究協

議会第６分科会で「保護者との連携による生徒

指導の可能性」をテーマに発表し、多様化した

生徒を指導するには保護者との連携・協力は不

可欠であり、そのためには何よりも学校と保護

者との信頼関係を図ることが大切であることを

報告した。

生徒指導研究部会は、これらの調査研究の結

果を活用し、より一層教頭の見識を高めようと

努力しているが、ここ数年研究活動に参加する

教頭が年々少なくなっている実態がある。とく

に１年目・２年目の教頭の参加がほとんどみら

れず、今後の研究活動を発展させていくことに

大きな不安を抱いている。

平成13年度から指導部は、教育委員会主催の

校長連絡会や教頭連絡会を設置した。その関係

からか教頭研究協議会は指導部主催から教頭会

主催に変わり、それとともに教頭会の活動に関

わる服務の取扱いも変更された。今までは、東

京都の教育行政に有用であると判断できる教頭

会のような自主的な研修や研究活動、会の機関

運営に関わる活動はすべて出張として取り扱わ

れていたものが、今年からはこれらの研究活動

の服務の取扱いは職免となってしまった。

今でさえ参加の少ない現状の中で、この服務

の変更は研究会の運営にとってきわめて厳しい

現実である。研究会としても、今後の研究活動

や機関運営、連絡体制、研究場所等をどうする

か、直面した課題は大きい。

生徒指導研究部会では、これからも生徒の実

態に即した今日的な課題を積極的に取り上げ、

生徒指導を含めた学校運営に教頭がリーダーシ

ップを発揮できるようさらに活発な研究協議を

重ねていくつもりである。教頭会研究部会の実

績を今後も継続できるよう、少しでも多くの教

頭がこの研究会に参加し、研究協議できる状況

が一日も早く実現することを切に望みたい。

１．苦境に立つ研究活動

数年前から、教育改革が進む中で、教育現場

の第一線に立つ教頭の研究活動が著しく困難に

なって来ているように思う。

特に昨年度は、授業観察と自己申告書の面接

指導が年に３回も入ることになり、教頭の多忙

化が更に進んでいる。このこともあって、研究

部会は、崩壊の危機にさらされている。

今後、『主幹制度』の定着につれ、教頭の補

佐役である主幹が複数名、校内に配置されるよ

うになれば、都教委が言うように、「教頭の管

理スパンは適正なものにな」り、「多忙化」も

一段落するであろうと期待するばかりである。

それまでは、先輩教頭達が築き上げてきた、

研究部会の活動をなんとか維持していきたい。

２．スクールカウンセラーの活用研究

第一委員会では、一昨年の秋以降、スクール

カウンセラーの活用法と教頭の役割について、

全国大会での報告をにらみ、２年間のスパンで

研究を続けてきている。

１年目は、スクールカウンセラー（以下Ｓｃ

と略す）配置校の報告書を集めて、導入に成功

した事例や、失敗した事例について検討した。

その研究成果は、昨秋の教頭研究協議会で報告

済みなので、参照して欲しい。２年目について

は、ＳＣを委員会にお招きすることを主眼点と

した。ＳＣ活用調査報告書だけでは分からない

導入校でＳｃが直面していた現場の実態や、Ｓ

ｃと高校側との連携のあり方や、教頭が果たす

役割などについて心の専門家としてのアドバイ

スを期待したのである。

結局、３回に渡り３人のＳＣの方を講師とし

てお招きした。参加者は、５人、８人、４人と

少なかったが、どの回も豊かな内容の素晴らし

い研究会であった。ここで、委員会の設定につ

いて少し外的事情にも触れて振り返ってみるこ

とにする。

３．委員会活動の時間設定と場所

昨年度迄は、生徒指導研究部会は、合同でほ

ぼ月に１回程度、神楽坂にあるエミールの１室

を午後２時頃から２～３時間程度借りて実施し

部長坂本文樹（昭和）記
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第２委員会（教科外活動関係）ていた･ただ、第一委員会と第二委員会とも、

出席者は少なく、併せて１０名を越えることは稀

な状況が続いた。そして通常は、情報交換等を

した後で委員会毎に分かれて部会を開いていた

のである。

ところが、都教委の通知により、４月から校

長会同様に、教頭会でも研究部会への出張が認

められなくなり、職免と言うことで、ますます

学校を出にくくなり、各委員会も２時からの会

合の設定が困難となり、各々別会場で実施する

ことにしたのであった。この事情が、本委員会

の例年並の開催を困難にしたのである。

他方、都教委が主催する教頭連絡会は、従来

通り出張が認められていることもあり、殆どが

出席しているものの報告事項ばかりが徹密にな

るばかりで、各学校の情報交換の場となる協議

が形式化してきている。

本委員会の最大のネックは、委員会（研究

会）への出席者が極端に少ないことであった。

私も勤務している第７学区の教頭連絡会の席上、

何度と無く出席を呼びかけた。しかし、既に昔

研究したから等と体よく断られるばかり。生徒

の部活動に幽霊部員がいると同じく、私達の委

員会にも名だけ登録していた人たちが沢山いた。

それに加えて昨年度の２月から３月にかけて、

もう教頭会は無くなる、研究会もどうなるか分

からない。風前の灯火という先行き不透明の中

で研究を始めていった。必ず出席してくれるメ

ンバーは５～６名、しかもそれぞれの勤務校が、

これまたよく散らばっている。少ないメンバー

であるにもかかわらず、研究会をまともに開く

こと自体も相当きつかった。私がこの様なこと

をくどくどと書いている理由は、皆さんに研究

会の意味や持ち方を考えて欲しいからである。

今回は第何委員会が全国発表、よって来年は

どこそこの委員会が発表。なんでもこのような

申し渡しがあるやに聞いているが、本当にこの

スタイルで良いのか。あるときには発表のため

の研究会かと疑問符を出したときさへある。ま

た出席者が何でこんなに少ないのか。魅力が無

いから？出られる人がやればいいと思ってい

る人が多いから？

そもそも教頭会の研究は何を目指して、誰の

ために行うものなのか、また今求められている

研究テーマはどんな種類のものなのか、みんな

で再考する必要を感じている。

ところで、ここで私達の誇りを－つ述べさせ

て頂く。私達は「仕事優先」を貫いた。職免申

請は提出せず、勤務時間が過ぎた５時30分以降

に勤務校を出発、会の開始は早くても６時30分、

メンバー全員がそろえるのは、７時30分以降が

常であったが。この話をすると、文明の利器を

使え、ＦＡＸや電子メール、電話があるじゃな

いか、と言う方がいる。しかし、この方法だけ

に頼るわけにはいかない。やってみて分かった

こと、それは、この方法では特定個人にしわ寄

せがいってしまうということである。私達はあ

くまでも共同研究という立場を貫きたかった。

また研究会は何人かでも集まって額を寄せ合っ

て初めて妙案が浮かんでくる。新しい発想が生

４．充実した内容の例会なのだが

委員会を実施できたのは、３回に止まった。

１学期は、教頭研究協議会での報告づくりに

終始し、第1回目は、夏季休業中の８月１６曰の

２時から５時近く迄桜町高校で実施した。お盆

休み期間中と言うこともあり、参加者は５名。

２回目は１１月１日の６時から８時迄、代々木高

校で８名が参加して実施した。３回目は２月１

日の午後６時半から８時半に市ヶ谷商業高校で

の実施を予定した。当初の参加予定者は９人に

のぼったのだが、２月１日は、教科課程調書の

TIMESでの送信に加え、臨時の校長連絡会が５

時過ぎに入ったこともあり、当日の参加者は４

人に止まった。毎回とも新しい参加者があり、

話の内容は充実していただけに本当に残念であ

った。

5.成果と課題

外部講師を呼んだのは成果だった。これによ

り、例年になく会議の内容が豊かになった。反

面、授業観察や学校運営連絡協議会の設定・連

絡等日常業務が多忙な中では講師連絡も思うに

まかせず例会の設定が責任者の負担になった。

委員会の主要メンバーでの役割分担と学区連絡

委員の活用と新しい会員の育成が今後の委員会

運営の大きな課題である。

委員長梶野茂男（桜町）記
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発表者を全国大会と交代。発表者が変わると、

見える内容に微妙な違いのあることが分かった。

そこからまた新しく議論が始まり、さらに一層

みんなで練り上げた原稿という仲間意識も育っ

てきた。

まれてくるものである。

新年度には幽霊部員のいないことを切に願い、

研究経緯に入っていく。

５月ｌ曰会場：都立八王子工業高等学校

平成13年３月に全全日制都立高等学校ＰＴＡ

役員対象に実施したアンケート結果を分析。

票で集計できる部分はグラフ化、文章で応え

て頂いた部分は、できるだけ多くの意見を集約

した文章を読み上げ録音、テープ起しは次回ま

での宿題にした。

12月１５曰会場：都立松原高等学校

次年度の東京都立高等学校教頭会・研究発表

の内容を検討。集まれたのは３人。しかし、お

おかたの粗筋をつけた。うれしかったのは、当

日出席出来なかったメンバーが、後日互いに連

絡取り合い、私達とは別の研究テーマを検討し

ていてくれたことである。題材が増えた。どち

らの骨組みに組み込んでも、間違いなく内容濃５月２２日会場：都立八王子工業高等学校

全国高等学校教頭会・全国大会研究発表原稿

の検討。グラフから読みとれることと文書回答

にしっかり整合性がとれていることに一同、改

めて納得。前もって用意してきた原稿の骨組み

から改変していった。しかし、今思い起こして

残念に思うことは、せっかく一生懸命記述して

いただいたＰＴＡの皆様の全員の意志を取り上

げられなかったことである。ご協力頂いたＰＴ

Ａの皆様には、ここに謹んでお詫び申し上げま

す。と同時に私達はアンケートの弱点を身を以

て体験できた曰でもあった。

い研究になりそうな予感がした。

委員長大山憲昭（八王子工）記

６月４日会場：現職研修センター

全国高等学校教頭会・全国大会研究発表に当

たっての重点項目と予想される質問に対する回

答の検討。再度アンケート結果から読みとれる

内容とその裏付けを確認した。裏付けには文書

回答が極めて有効であった。そして、予想され

る質問とそれに対する委員会としての回答を練

り上げていった。

８月３１曰会場：都立松原高等学校

東京都立高等学校教頭会・研究発表の内容検

討。私達が予想される質問、なぜそれが出てく

るか。そこから話し合いが始まった。他県では

まだ未実施、ないし試行段階だから、そう結論

づけると、回答も見えてきた。 綱
９月６日会場：都立松原高等学校

東京都立高等学校教頭会・研究発表に当たっ

ての重点項目と予想される質問に対する回答の

検討。東京都立高等学校教頭会・研究発表での
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7．会 員異動

平成12年７月ｌ曰～平成13年５月３１日の異動は次の通りである。

退職者

＝
校長栄、

(１１名） 平成１３年３月３１曰発令

武蔵野北

進者（33名） 平成12年４月ｌ曰発令

。■■■■■■■■■■■■■■■■■。
大泉学園

5３

学区 校名 氏名 備考

1 蒲田 矢嶋紀明

３ 荻窪 寺嶋幸子 会計監査

３ 中野工 齊藤信一郎

３ 四谷商 島貫孝

６ 葛西工 逆井満吉 工業常任幹事

７ 町田工 田島富男

８ 農林 小野里哲

９ 武蔵野北 上林勇 副会長

９ 小金井工 近藤國男 全国会長

９ 田無工 矢崎功

1０ 府中 山口正光 会長

学区 現任校 氏名 前任校 備考

６ 本所 山本理 市ヶ谷商 平成12年７月ｌ曰発令

３ 第四商 藤井正俊 荒ノIｌ商 平成12年10月１日 ″

平成13年４月１曰発令

２ 桜町 山室修次 南平

千歳 島宮道男 都立大付属

３ 鷲宮 Ｐ 谷賢司 羽田工

武蔵丘 樋野清治 北園

荻窪 辻勇￣郎 紅葉川

豊多摩 木部貞善 芸術 学区幹事

練 ひ馬 苗村深 八潮

光が丘 緒環三雄 野津田

大泉北 斎藤眞理 。、 平西

大泉学園 佐々木孝志 農芸 農業常任幹事

田柄 武山洋 郎 羽田 高校研第１委員長

４ 北豊島工 本間豊 長研生

５ 足立西 湯浅友功 長研生

荒川商 塚内恒司 篠崎

６ 東 白木和敏 清瀬 管理研部長

葛西南 佐藤榮 竹台

６ 紅葉)I’ 奥村美恵子 志村

向島商 齊藤光 葛西南

葛西工 木暮守雄 鮫洲工

７ 富士森 佐藤公作 青梅東

町田 安保尚子 長研生

小 １１１ 河村晴子 片倉

松が谷 栗岩
－■-

Ⅱ旱 長研生

忠生 松本陸 白鴎



教頭

〔１』 羽田地区総合

科学技術

平成13年４月１日発令全日制間の転任（１５名）躯
・
皿
■
■
■
■
■
■
■
・
川

武蔵野北

瑞穂農芸

平成13年４月１日発令定時制等からの転任（24名）

－５４－

学区 現任校 氏名 前任校 備考

８ 多摩 坂田敬 日野

拝島 明石健 小金井北

東大和南 田中政美 松原

多摩工 橋本三男 小石１１｜工 工業幹事

９ 小平 堀江忠道 桜町

10 氷山 富岡康夫 八王子北

11 八丈 佐野幹男 農産

平成13年５月１６日発令

２ 深沢 須藤勝 大泉

学区 現任校 氏名
笹■_

月リ 任校 備考

４ 牛込商 福嶋
－－■-

1旱 杉並 平成12年４月１０日発令

２ 世田谷泉 原田明 世田谷泉 平成12年４月１０曰 ″

２ 市ヶ谷商 大田原弘幸 町田 平成12年７月１曰 ″

３ 羽田地区総合 山中豊 羽田 平成12年８月ｌ曰 ″

５ 荒川商 大本静代 八潮 平成12年10月１曰 ″

６ 科学技術 鹿目憲文 化工 平成12年１０月１３日 ″

学区 校名 氏名
こ＝_

月I」 任校 備考

１ 曰比谷 柴田 哲 大島南

蒲田 大河内保雪 深沢

２ 桜町 梶野茂男 城北

３ 小石川工 石坂政俊 化学工

４ 荻窪 岩崎充益 秋ノ'１

６ 志村 服部伴文 北豊島工

７ 紅葉川 大澤紘 南葛飾

松が谷 安藤九 男 第 ￣ 商

第 商 渡邊博史 秋ノ1１

７ 南平 河上正道 瑞穂農芸

８ 武蔵野北 塩澤幸雄 代々木

瑞穂農芸 相良健 郎 奥多摩

９ 清瀬 平田晃 大崎

小金井北 押尾勲 八丈

10 狛江 大矢保雄 八王子高陵

学区 校名 氏名 前 任校 備考

１ 大崎 大平 男 橋 英

２ 都大附属 松野下健 曰比谷 保体

芸術 茂泉吉則 教育庁 曰史

千歳丘 田中贄 /Ｉ、 松ノI’ 生物

３ 西 吉澤郁生 城北 数

農芸 浅井嘉平 農林 地学

４ 北園 佐藤克芳 隅田川 地理

北豊島工 佐藤清親 王子工 美



Iを
平成13年４月１日発令新任（２

１J1J
5名）

小石川

田無工

府中東

5５

学区 校名 氏名
ｂ■_

月l」 任校 備考

５ 竹台 島田悦郎 両国 保体

荒）|｜工 酒井定克 ﾉＩ、 石川 化学

６ 隅田）|Ｉ 及川良 九段 倫理

葛西南 小林洋司 荒川商 政経

篠崎
、

氷 井克昇 牛込商 商業

葛西工 森健 世田工 応化

南葛飾 三宅英次郎 都研 英

農産 田中平 農芸 農業

７ 日野 北澤道夫 大森 数

片倉 ﾉＩ、 田茂 教育庁 英

八王子高陵 長津平 杉並 保体

八王子工 清水 幸
＝ 鷹 化学

ﾉＩ、 川 山野井高男 新宿山吹 政経

８ 農林 原田晴夫 教育庁 地理

９ ﾉＩ、 平西 柴田英男 武蔵 曰史

10 府中 木暮正利 南多摩 曰史

学区 校名 氏名
ＬＤ－

月lｊ 任校 備考

１ 八潮 山下勇人 南 国

２ 松原 渡邊英信 新島 国

２ 深沢 石島勇 牛込商 国

小石川工 ﾉＩ、 林晶代 上野 化学

砧工 北林敬 久留米 国

３ 四谷商 高橋信雄 台東商 商

中野工 奈良井潔 城北 国

杉並工 横山芳夫 葛西工 政経

５ 白鴎 星野祐史 工芸 国

６ ﾉＩ、 松川 根本清 大島南 英

葛西工 山田芳嗣 水 ﾌﾟロ 数

７ 八王子東 木下和彦 大島 英

八王子北 徳重隆 飛島 数

野津田 真保俊哉 町田 数

町田工 平林博 田無工 建築

町田工 磯村 ﾌＵ 信 八王子工 保体

８ 青梅東 瀧澤勝 羽村 数

多摩工 清水頭贄 王子工 政経

９ 小金丼工 北川昇 中野工 食工

田無工 下條隆史 大泉 数

1０ 府中東 橋本昇 大島南 水産

府中工 立石武則 本所工 政経

1１ 大島南 武内彰 杉並 物理

1２ 宅 大塚 雄（舎） 宅 地理

1３ 八丈 竹原勝博 足立 保体

平成13年５月１６日発令

３ 大泉 奈良陸 大森東 保体

平成14年２月１日発令

３ 第四商 高木亀介 小平 保体



編集後記

・平成13年度は、教頭は校内では人事考課制度や学校運営協議会をはじめ多くの取り組むべ

き課題があり、一層職務の内容が多岐にわたり、そのうえに、これまで出張で認められてき

た教頭会の諸活動が「職免」扱いになるなど、取り巻く環境が一段と厳しくなった年として
記憶に残ると思います。

・それらのためでしょうか、昨年と比較して教頭会の総会をはじめとして、年２回の幹事会、

４回ある総務部会などへの出席率が大幅に悪くなり、年間を通して出席できなかった役員も
出てきました。

・全体を通して教頭会の活動が低調になり、総会でさえ、これまでいつでも百名以上の参加

者があったのに、今年は大幅に下回りました。とくに研究部会にいたっては、本書でいろい

ろとふれられているように限られたメンバーが、時間と場所をなんとかやりくりして、熱意

と使命感とでなんとか続けているのが多くの実態ではないかと思います。全国の高等学校教

頭会の中心的存在である東京都教頭会が、はたしてこのような状態でよいものかと疑問です。

・昨年までの総務部会・幹事会などにはそのたびに教育庁の関係部署の方にご出席をいただ

き最近の情報をお伝えいただきました。また、年１回の四者協議会では教育庁の上層部の方

々に直接要望や意見を述べる機会がありました。これらのことが教頭のモラール・アップに

大いに役立っていました。今年からそれらがなくなりコミュニケーションを交わす場が少な
くなりました。まことに残念なことであります。

・教頭や教頭会を取り巻く環境は大きくかわりつつあります。教頭会の組織と活動形態も新

しい思考に立った変化を求められていると思います。

・教頭会は研究団体です。水谷先生の講話にもありましたように「研究団体として何が提言

できるか。」を基本に据え、「新しい酒は新しい革袋に」の発想で、本部役員を中心に組織

を見なおして行く時期にさしかかってきているのではないかと思います。

.最後になりましたが、執筆された先生方にはご多忙の中をありがとうございました。本誌

のような「会誌」の積み重ねがとりもなおさず教頭会の歴史の証人であります。事実の既述

もさることながら、一人一人の教頭がその場で苦労されたり、汗をかいたりしたことが行間

から読み取れるものであれば、生きた記録としての価値をさらに増すことになりえます。ま

た、そのような会誌にしたいものです。

.「朝早くから、夜遅くまで学校にいて、黙々として土台をしっかり支えている人」…それ

は教頭。「よい話しは素通りして他のところへ行き、あまりうれしくない話しがよく集りや

すいところ」…そこにいるのは教頭。しかし、誰れかが言いましたが、八つ頭の芋のように、

《形は悪くても、味はいい》…それこそ教頭。そんな「味」に誇りを持ち、「元気を失わな

いようIこのモットーが山場で重要になる」ことを肝に銘じて、希望と展望とをもって来年も

頑張っていただきたいと願うものです。

（事務局）
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